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（　）内は前月との比較

（2021. ８. １現在）の動き

９月は世界アルツハイマー月間です。認知症になっても９月は世界アルツハイマー月間です。認知症になっても
住み慣れた地域で暮らしていくために、私たちにできる住み慣れた地域で暮らしていくために、私たちにできる
ことを今、考えてみませんか。ことを今、考えてみませんか。

地
域
で
つ
な
が
り
支
え
あ
う

地
域
で
つ
な
が
り
支
え
あ
う

       
       

～
認
知
症
の
人
と
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
を
目
指
し
て
～

～
認
知
症
の
人
と
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
を
目
指
し
て
～

特
集
特
集



増
え
る
認
知
症

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
現

在
、
本
庄
市
も
例
外
で
は
な
く
、
人

口
の
約
３
割
が
高
齢
者
で
す
（
令
和

３
年
８
月
現
在
）。
高
齢
化
が
進
む

と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
も
増
え
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上
の
約
５
人

に
１
人
が
認
知
症
を
発
症
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

　
認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、

誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
家
族
や
友
人
、
自
分
自
身
が

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
周
り
の
人

か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
や
手
助

け
を
し
て
も
ら
え
た
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と

で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
は
脳
の
病
気
が
原
因
で
す

　
認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

脳
の
細
胞
が
壊
れ
た
り
、
働
き
が
悪

く
な
る
病
気
に
よ
り
、
記
憶
や
判
断

力
が
低
下
し
、
生
活
に
支
障
を
き
た

す
状
態
の
こ
と
で
す
。
認
知
症
は
、

高
齢
者
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、
65

歳
未
満
で
発
症
し
た
場
合
は
若
年
性

認
知
症
と
い
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
は
、
大
き
く
分
け

て
２
つ
あ
り
ま
す
。
も
の
忘
れ
な
ど

脳
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
で
起
こ
る

症
状
と
、
本
人
の
性
格
や
環
境
、
人

間
関
係
な
ど
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て

起
こ
る
症
状
が
あ
り
、
症
状
の
現
れ

方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
鍵

　
も
の
忘
れ
に
よ
り
物
事
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
、

本
人
は
不
安
を
感
じ
始
め
ま
す
。
誰

よ
り
も
不
安
で
一
番
困
っ
て
い
る
の

は
認
知
症
に
な
っ
た
本
人
で
す
が
、

そ
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
適
切
に
周

囲
に
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に

あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
や
異
変
に
早
め
に

気
付
き
、
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
困
り
事
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

人
と
同
じ
目
線
で
考
え
、
そ
の
人
に

合
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
で
、
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や
、
自

分
ら
し
く
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

地
域
地
域
で
つ
な
が
り

で
つ
な
が
り
支
え
あ
う

支
え
あ
う

　
　
　
　
～
認
知
症
の
人
と
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
を
目
指
し
て
～

～
認
知
症
の
人
と
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
を
目
指
し
て
～

つ
な
が
る
支
援
の
輪

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

経験したことが部分的に思い出せない 経験したこと全体を忘れている

目の前の人の名前が思い出せない 目の前の人が誰なのかわからない

何を食べたか思い出せない 食べたこと自体を忘れている

約束をうっかり忘れてしまった 約束したこと自体を忘れている

物覚えが悪くなったように感じる 数分前の記憶が残らない

加齢によるもの忘れと認知症によるもの忘れの違い

★
介
護
保
険
課
☎
25
‐
１
７
２
２

本庄西小学校（上）、北泉保育園（下）
で開催された認知症サポーター養成講座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
で
す
。
市
で
は
、
多

世
代
、
多
分
野
に
わ
た
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
お

り
、
令
和
３
年
７
月
末
現
在
で
、
約

７
０
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま

す
。

　

子
ど
も
向
け
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
絵
本
や
動
画

を
使
い
、
や
さ
し
い
気
持
ち
と
思
い

や
り
の
心
で
接
す
る
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
つ
く

る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
人
、
専
門
職
な
ど
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
過
ご
せ
る
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
有
志
に
よ

る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も
始
ま
り
、
そ

の
活
動
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

認知症サポータ－養成講座を受講して

ふらっとぶらっとカフェ
代表　宮澤　玲子 さん

Interview

その人らしく、安心できる場所を
　認知症の母を介護している経験を通して、地域の一員として何ができるか考えるよう
になりました。
　認知症の人は、不安や困り事をうまく伝えられないことや、出かけることをおっくう
に思う時もあります。介護者は対応できずに戸惑う日もあります。だから、何か特別な
場所ではなく、時間があったらふらっと立ち寄って安心しておしゃべりができる場所が
あったらいいなと思い、同じ志を持つ認知症サポーターの皆さんと一緒に「ふらっとぶ
らっとカフェ」を始めました。今は月に２回、２時間程度活動をしています。
　地域の顔見知りの人がいつでも変わらず出迎えてくれ、声をかけてくれる場所、人と
触れ合い、安心して過ごせる場所が広がっていくといいなと思っています。

　しらない人が困っていても、しっている人が
困っていても、関係なく助けて不安を少しでも
へらしてあげたいなと思いました。勇気をもっ
て、声をかけると、その人にとっても自分にとっ
ても、うれしくなるから、声をかけようと思い
ました。（本庄西小４年）
　認知症の人たちが、どんな気持ちをしている
のかがよくわかりました。やさしくお話しよう
と思います。（本庄西小４年）

オレンジカフェは、だれでも参加できる地
域交流の場としても活用されています

市
内
の
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
に
つ
い
て
は
こ

ち
ら
か
ら
▼

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
10
月
に

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
へ
。
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認
知
症
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

や
さ
し
く
寄
り
添
い
、
つ
な
が

り
、
未
来
へ
つ
む
ぐ

　
市
内
各
会
場
で
認
知
症
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
な
催
し
は
、
広
報
ほ
ん

じ
ょ
う
お
し
ら
せ
版
８

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

《
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
会
場
》

〇
展
示

期
間　
９
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮　
午
前

　
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
17
日

の
み
午
後
３
時
ま
で
）

〇
相
談
会
（
予
約
不
要
）

日
時　
９
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬　
午
後

１
時
～
３
時
、
16
日
㈭　
午
後
２
時
～

４
時
、
17
日
㈮　
午
後
１
時
～
３
時

《
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
会
場
》

〇
相
談
会
（
予
約
不
要
）

日
時　
９
月
18
日
㈯　
午
後
１
時
～
２

時
、
午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
図
書
館
本
館
会
場
》

〇
敬
老
の
日
特
別
企
画
お
は
な
し
会　

日
時　
９
月
18
日
㈯　
午
前
11
時
～

対
象　
小
学
生
以
上

定
員
　
12
組
（
当
日
先
着
順
）

※
小
学
生
の
み
、
ま
た
は
家
族
で
の
参

加
も
可
。
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

ＥＶＥＮＴ
催し・講座

介護保険課
☎ 25- １７２２

〇
書
籍
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
認
知
症
に
関
す
る
書
籍
を
紹
介

期
間
　
９
月
29
日
㈬
ま
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
10
月
１
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活
動
室

Ｄ
・
Ｅ

講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
９
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
介
護
保
険
課
へ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時　
10
月
13
日
㈬
、
19
日
㈫
、
27
日

㈬　
全
３
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活
動
室

Ｄ
・
Ｅ

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

地
域
づ
く
り
へ
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
方

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
９
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
介
護
保
険
課
へ

左から山形やよゐさん、小林良さん、河田雅子さん、
宮里充子さん

地
域
で
つ
な
が
り
、
支
え
る

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
支
え
て
く
れ
る

存
在
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

に
と
っ
て
心
強
い
も
の
で
す
。

　
認
知
症
の
人
や
家
族
の
思
い
、
そ

の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

介
護
の
専
門
職
、
地
域
の
人
な
ど
が

つ
な
が
り
、
協
力
し
て
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
実
際
に
、
地
域
で
認
知
症
の
人
の

支
援
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
活
動
す
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
や
、
医
療
機
関
・
介
護

事
業
所
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
人
と

支
援
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
、
認
知
症
の
人
が
地
域
で
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
問

い
合
わ
せ
先
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大事にしていること
◆最後まで自分らしく地域で住み続けることを

テーマにして、その人らしさを大切に、地域
の中でできることをしています。

◆認知症の人や家族に寄り添い、理解しようと
している気持ちを伝えることを大切にしてい
ます。

◆コミュニケーションを大
事にしています。認知症
の人や家族の話をよく聞
き、声かけをするように
しています。

活動する中で感じていること
◆認知症サポーター養成講座を受けた人が、街

中で困っている人に声をかけて、警察に連れ
ていったと報告してくれ
ました。認知症のことを
正しく知る認知症サポー
ター養成講座は大切だと
改めて感じています。

◆地域には、認知症の人の為に何かをしたい、
役に立ちたいと思っている人が多くいるのに、
どのように関わってよいのかわからないと
思っている人もいると感じています。

認知症の人が安心して暮らすために必要なこと
◆認知症になると、ばかにされるのでは、嫌が

られるのでは、と思って外に出るのがおっく
うになる人もいますが、誰かと一緒にいるだ
けでも気持ちが和むと思います。

◆子ども向けの認知症サポーター養成講座では、
子どもにもわかるように、やさしい気持ちで
皆仲良く、ということを伝えています。思い
やりの心で人と接することは、大切なことだ

と思っています。幼児、小学生、
中学生と積み重ねていくことで、
未来につながっていくと期待して
います。

◆介護者が疲れているといい介護はできませ
ん。介護者がリフレッシュする時間があるこ
とは大切です。

◆認知症の人が忘れてしまうのであれば、それ
を周りの人が覚えていて、ほんの少し手助け
をすれば、生活のしにくさが少し改善できま
す。 歳を重ねれば誰でも認知症になりうる、
でも、周りが何となく助け
てくれるから平気だよ、そ
れくらいの感覚に地域や家
族がなれたら良いですね。

左から市川美貴さん（南包括）、鳥海ひとみさ
ん（児玉包括）、稲田喜代江さん（西包括）、飯
島教理さん（東包括）

市

もっと知ってほしい、認知症のこと
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第
四
話
　
群
書
類
従
①

勾こ
う
と
う当
に
昇
進

　
保
木
野
一
は
旅
よ
り
帰
っ
て
か

ら
は
体
調
も
よ
く
学
業
も
よ
り
一

層
進
み
、
そ
の
名
声
も
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。
師
匠
の
雨あ
め
と
み富

検け
ん
ぎ
ょ
う
校
は
保
木
野
一
を
屋
敷
に
呼
ん

で
こ
う
諭
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
そ
な
た
は
学
業
が
さ
ら
に

進
み
、
そ
の
名
も
い
よ
い
よ
世
に

広
ま
り
私
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い

限
り
だ
。
世
間
で
は
序じ

ょ
（
位
）
を

進
め
る
た
め
に
術
芸
を
お
ろ
そ
か

に
し
、
金
儲
け
の
み
の
や
か
ら
が

多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、そ
な
た
は
学
業
に
の
み
努
め

て
い
る
た
め
財
の
貯
え
も
な
い
。

金
が
な
け
れ
ば
一
座
で
序
を
進
め

る
こ
と
も
叶
わ
な
い
。
私
が
こ
こ

に
百
両
を
用
意
し
た
の
で
、
序
を

進
め
る
糧
に
し
な
さ
い
。」

　
そ
の
結
果
、
安
永
四
年
（
一
七

七
五
）
正
月
元
日
に
一
座
の
勾
当

の
位
に
付
き
ま
し
た
。
塙
勾
当
と

称
し
、
名
も
保
己
一
に
改
め
ま
し

た
。
本
来
の
姓
は
荻
野
で
し
た
が
、

当
時
当
道
座
に
荻
野
検
校
が
い
て
、

同
じ
姓
を
名
乗
れ
な
い
し
き
た
り

が
あ
っ
た
た
め
、
雨
富
検
校
の
本

姓
の
塙
姓
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
保

己
一
」
は
中
国
の
古
書
「
文も

ん
ぜ
ん選
」

よ
り
取
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

群
書
類
従
の
編
さ
ん

　
保
己
一
は
、
学
問
を
進
め
る
う

え
で
国
学
（
和
学
）
を
学
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
我
が

国
で
書
か
れ
た
貴
重
な
書
物
を
集

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
、

貴
重
な
書
物
は
幕
府
・
諸
大
名
・

貴
族
・
大
寺
院
や
神
社
な
ど
が
秘

蔵
し
て
お
り
、
簡
単
に
見
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
己
一

は
三
十
四
歳
の
時
に
、
世
の
た
め

後
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い

と
思
い
、
我
が
国
で
作
ら
れ
た
一

巻
・
二
巻
と
い
っ
た
書
物
を
集
め

て
叢そ

う
し
ょ書
を
編
さ
ん
す
る
こ
と
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。
版
木
に
彫
っ
て

印
刷
す
れ
ば
国
学
を
す
る
者
の
た

め
に
な
る
と
思
い
、
こ
れ
が
群
書

類
従
の
発
案
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
群
書
類
従
の
編
さ
ん
は
極
め
て

困
難
な
大
仕
事
で
、
四
十
一
年
の

長
い
歳
月
と
多
額
の
経
費
を
か
け

て
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に

完
成
し
ま
し
た
。
完
成
当
時
は

六
七
〇
冊
で
し
た
が
、
現
在
は
一

部
内
容
が
見
直
さ
れ
て
六
六
六
冊

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
記
念
企
画
『
不
撓
不
屈
の
人
』。
今
回
は
、「
塙
保

己
一
の
生
涯
」
第
四
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
展
示
や
公
開
講
座
、

没
後
２
０
０
周
年
記
念
フ
レ
ー
ム
切
手
の
発
売
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

ふ
と
う
ふ
く
つの
ひ
と

ミ
ニ
知
識
④

保
己
一
の
友
人

　
保
己
一
を
支
え
た
友
人
の
う
ち
代
表
的
な

人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
大
田
直
次
郎　
別
名
を
大
田
南な

ん
ぽ畝
・
蜀
し
ょ
く

山さ
ん

人じ
ん

と
い
い
、
幕
臣
で
あ
り
文
人
で
し
た
。

優
れ
た
狂
歌
師
と
し
て
有
名
で
、
塙
保
己

一
記
念
館
に
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
萩
野
信
敏　
出
雲
松
江
藩
士
。
学
者
。
保

己
一
は
出
雲
藩
主
の
松
平
治は

る
さ
と郷
（
不
味
）

の
子
で
あ
る
斎な

り
つ
ね恒
の
侍じ
こ
う講
（
身
分
の
高
い

人
に
勉
強
を
教
え
る
人
）
を
務
め
て
い
ま

す
が
、
就
任
に
は
信
敏
が
関
わ
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
信
敏
は
保
己
一
の
伝
記

「
塙
勾
当
伝
」
を
著
し
て
い
ま
す
。

〇
浄じ

ょ
う
し
ょ
う
い
ん
り
ょ
う
え
ん

聖
院
亮
衍　
上
こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
群
馬
郡
田
野
村

（
現
在
の
群
馬
県
吉
岡
町
）
の
華
蔵
寺
第

八
世
で
、
保
己
一
に
和
学
講
談
所
設
立
を

勧
め
た
人
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
群

書
類
従
の
編
さ
ん
の
主
要
人
物
で
し
た
が
、

後
に
京
都
の
聖
護
院
よ
り
学
舎
建
設
を
命

じ
ら
れ
た
め
、
離
脱
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　

塙
保
己
一
の
生
涯

★塙保己一記念館（アスピアこだま内）☎ 72- ６０３２・ 71- ５８８９

インフォメーション
企画展　塙保己一愛用の机－温故学会所蔵資料
特別公開－

　（公社）温故学会は、塙保己一の功績を後の世に広く知
らせるため、明治 42年に渋沢栄一らによって設立されま
した。現在でも群書類従の版木をはじめとする塙保己一ゆ
かりの品を多数保管しています。
　今回、(公社 ) 温故学会が所蔵する「塙保己一愛用の机」
と「源氏物語講義の図」を特別展示します。この機会にぜ
ひご覧ください。
期間　９月 11日㈯～ 11月 14日㈰
会場　塙保己一記念館
★�塙保己一記念館☎ 72- ６０３２・ 71- ５８８９

特別展示　『世のため　後のため～ものがたり
塙保己一～』原画展

　総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一没後 200
周年を記念して『世のため　後のため～ものがたり塙保己
一～』を刊行します。
　刊行に際して、表紙絵や挿絵の原画展を開催します。
　表紙絵は菅野公夫先生、挿絵は本庄第一高等学校美術部
の皆さんの作品です。ぜひご覧ください。
期間　前期　９月 11日㈯～ 10月 31日㈰
　　　後期　11月２日㈫～ 12月 26日㈰
会場　塙保己一記念館
★�塙保己一記念館☎ 72- ６０３２• 71- ５８８９

公開講座　塙保己一没後 200周年記念事業　
市民総合大学

①�県北の三偉人（総検校塙保己一先生遺徳顕彰会　連携講座）
日時　�９月 15日㈬、22日㈬、29日㈬　全３回　午後２

時～
内容と講師
　第１回　渋沢栄一～郷土の人材育成～
　　講師：篠田　鼎一郎　氏（元渋沢栄一記念館館長）
　第２回　歴史資料から見えてきた新たな荻野吟子像
　　講師：蛭間　健悟　氏（熊谷市市史編

へんさん
纂室職員）

　第３回　�塙保己一先生没後 200 年を記念して～顕彰活
動の歴史について～

　　講師：齊藤　幸一　氏（(公社 )温故学会代表理事）
②�地元が語る塙保己一（総検校塙保己一先生遺徳顕彰会・
文化財保護課　連携講座）
　地元ならではの視点から、総検校塙保己一先生に迫りま
す。
日時　�10 月３日㈰、11月６日㈯、12月５日㈰　全３回　

午後２時～
講師　荒井　一夫　氏、野口　泰宣　氏、根岸　久　氏
＜①②共通＞
会場　セルディホール
定員　300名（先着順）
※申込不要。当日会場へお越しください。
★�生涯学習課☎ 22- ３２４８・ 25- １１９３

塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
記
念

フ
レ
ー
ム
切
手
を
販
売
し
ま
す

　
塙
保
己
一
没
後
２
０
０
周
年
の
記
念
に
、
ど

う
ぞ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
開
始
日　
９
月
12
日
㈰
～

販�

売
内
容　
フ
レ
ー
ム
切
手
（
84
円
×
２
枚
）、

小
型
二
つ
折
り
台
紙

販
売
金
額　
６
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト
）

販
売
数　
２
０
０
０
セ
ッ
ト

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

販�

売
場
所　
セ
ル
デ
ィ
、
生
涯
学
習
課
（
市
役

所
４
階
）、
塙
保
己
一
記
念
館
、
本
庄
早
稲

田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

※
各
施
設
の
開
館
時
間
内
に
販
売
。

★�

セ
ル
デ
ィ
☎
72
‐
８
８
５
１
・
72
‐
８
８�

５
４

①台紙（表面）、②台紙（中面）、③記念切手（肖
像画）、④記念切手（銅像：旅立ちの朝）

①① ②② ④④

③③

▲�群書類従と版木（画像
提供：（公社）温故学会）

【
お
知
ら
せ
】
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
8
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
9
月
12
日
㈰
開
催
の
群
読
劇
「
塙
保
己
一
物
語　
こ
ど
も
劇
団
」
の
公
演
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

��　
★
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
事
務
局
（
セ
ル
デ
ィ
内
）
☎
72
‐
８
８
５
１
・
72
‐
８
８
５
４
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本庄早稲田の杜ミュージアム開館 1周年記念

大隈重信と
渋沢栄一展

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
幸
福
を

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」実
現
の
た
め
、

資
本
主
義
を
支
え
る
産
業
育
成
と

議
会
制
民
主
主
義
を
支
え
る

国
民
の
教
育
に
か
け
た
熱
き
思
い

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」実
現
の
た
め
、

資
本
主
義
を
支
え
る
産
業
育
成
と

議
会
制
民
主
主
義
を
支
え
る

国
民
の
教
育
に
か
け
た
熱
き
思
い

9月11日　～
11月14日

2021年

9：00～16：30
会期中一部展示替えを行います

休館日：月曜日（休日の場合は翌日）
観覧料：無料

会場：

本庄早稲田の杜ミュージアム
早稲田大学展示室
早稲田大学本庄キャンパス　93号館１階　

主催：早稲田大学（文化推進部）　共催：本庄市教育委員会　後援：深谷市、深谷市教育委員会、（公社）温故学会
協力：（公財）渋沢栄一記念財団渋沢史料館、渋沢栄一記念館、埼玉県立歴史と民俗の博物館、浄土宗實相寺、早稲田大学図書館、早稲田大学大学史資料センター

本展示は、「早稲田文化募金」の助成を受けています。 https://kifu.waseda.jp/contribution/w_culture/
写真：（左）大隈重信／（右）渋沢栄一　早稲田大学大学史資料センター所蔵　背景画像：横浜一覧之真景　早稲田大学図書館所蔵

B2ポスター（515×728mm）

日

土

企画展　大隈重信と渋沢栄一展
　教育、起業家育成の視点で、早稲田大学が所蔵
する大隈重信にあてた渋沢栄一の書簡、明治維新
の偉人の書や錦絵、写真等を展示します。
　さらに、市内の小学校にある「青い目の人形」
や渋沢栄一の額装書、渋沢栄一らが塙保己一の偉
業顕彰のために設立し、群書類従の版木を保管す
る温故学会に関連する資料も展示します。

期間　９月 11日㈯～ 11月 14日㈰
会場　�本庄早稲田の杜ミュージアム早稲田大学展

示室

開館１周年記念開館１周年記念

　粘土をこねて、伸ばして、積んで、オリジナル
のはにわを作りましょう。
日時　�
・９月 24日㈮　午前 11時～、午後３時～
・９月 25日㈯　午前 10時～、午後２時～
・９月 26日㈰　午前 10時～、午後２時～
※各回おおむね 90分で終了。
会場　本庄早稲田の杜ミュージアム
講師　本庄早稲田の杜ミュージアム学芸員

対象　�ミュージアム主催の
はにわ作りに初めて
参加する方

定員　各回５名（先着順）
費用　200円
申込　�９月 18 日㈯午前９

時から電話・ また
は直接本庄早稲田の
杜ミュージアムへ

ワークショップ
はじめてのはにわづくりーミニはにわをつくろうー

本庄早稲田の杜ミュージアム
所 在 地　�西富田1011早稲田リサーチパーク・

コミュニケーションセンター１階
開館時間　午前９時～午後４時 30分
休 館 日　�月曜日（休日の場合は翌日）
入 館 料　無料
問 合 せ　☎ 71- ６８７８・ 71- ６８７９ 本庄早稲田の杜

ミュージアム
文化財保護課
Instagram

ホームページ、ＳＮＳでも
イベント情報発信中

●�温故学会会館の開館式を祝して渋沢栄一が揮
きご う
毫

した書「温故知新」
　【所蔵・画像提供：（公社）温故学会】

●�渋沢栄一らが行った日米人形交流事業でアメリカ
から届けられた友情人形である「青い目の人形」
　�【所蔵：本庄西小学校（写真左と中央）、藤田小学
校（写真右）】
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本庄駅
本庄駅

本
庄
早
稲
田
駅

本
庄
早
稲
田
駅

児
玉
駅

児
玉
駅

N

緊急輸送道路ってなに？
  緊急輸送道路とは、災害が発生した
直後から避難・救助、物資の供給など
の応急活動のために、緊急車両の通行
を確保すべき重要な道路です。
　具体的には、高速自動車国道、一般
国道や、これらを連結する幹線的な道
路が緊急輸送道路として指定されてい
ます。

自身と家族の安全を確保 火元を確認 出口を確保

家具などが倒れてきても
安全な場所に身を隠しま
しょう。屋外の場合、塀、
がけ、狭い路地などには
近づかないようにしま
しょう。

火は消しましょう。
火災が発生したら、落ち
着いて初期消火をしま
しょう。

戸を開け、避難口の確保
をしましょう。
家の中でもガラスの破片
が散乱します。動くとき
は靴や厚手のスリッパを
履きまし
ょう。

大雨・台風から身を守る

災害から身を守るために
 ▶地震が発生したときの行動

▶災害時の緊急輸送道路の通行を確保する

★危機管理課☎25-１１８４
　建築開発課☎25-１１４０

▶避難の情報を確認する
警戒レベル 新たな避難情報 これまでの避難情報

５
災害発生

または切迫

緊急安全確保
市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないことから、警戒レ
ベル５は必ず発令されるものではありません。 災害発生情報

警戒レベル４までに必ず避難

４
災害のおそれ

が高い

避難指示
避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されます。

避難指示（緊急）
避難勧告

３
災害のおそれ

有り

高齢者等避難
高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の
準備、自主的に避難するタイミングです。

避難準備・高齢者
等避難開始

２
気象状況悪化

大雨・洪水・高潮注意報（気象庁） 大雨・洪水・高潮
注意報（気象庁）

１
今後気象状況
悪化のおそれ

早期注意情報（気象庁） 早期注意情報（気
象庁）

▶浸水から避難するときのポイント
動きやすい服装 なるべく徒歩での避難 無理のない避難

荷物は最小限にして背負い、両
手が使えるようにしましょう。
長靴よりも運動靴がおすすめで
す。

傘などを杖替わりにして、浸水
して見えなくなっているくぼみ
や障害物に注意しましょう。
興味本位で、増水
した河川などの様
子を見に行かない
でください。

水深 50cm を超えると歩くこと
が困難になります。流れがある
場合は、それ以下でも危険です。
避難が遅れてしまったら、高い
場所で助けを待ちましょう。

高い　◀　避難検討の優先度　▶　低い
①在宅避難 ②親戚・知人宅等への避難 ③身近な避難所への避難

ハザードマップを見て、浸水する
可能性や土砂災害の危
険性がないか確認
してみましょう。

災害が起きた場合、受け入れが
可能か相手先に確
認・相談してみま
しょう。

災害時に開設された避難所を確
認し、避難しま
しょう。

▶避難の種類を確認する

地震から身を守る

ハザードマップや本庄市
防災ガイドブックでも確
認してみましょう。

　大雨や台風、地震など、いざという時のために日頃から防災情報収集や
事前の備えを行いましょう。

　市内には、県指定と市指定の緊急輸送道路があります。緊急輸送道路の沿線地域の不燃化、耐震化
に努め、地震による建築物、塀の倒壊や災害廃棄物等の障害物をなくしていきましょう。

凡例
　　県指定の緊急輸送道路
　　市指定の緊急輸送道路

十
間
通
り
線

十
間
通
り
線

県道秩父児玉線

県道秩父児玉線

国
道
国
道462462号号

国道17号バイパス（本庄道路“予定”）

国道17号バイパス（本庄道路“予定”）
国道17号
国道17号

本庄児玉IC本庄児玉IC

関越自動車道
関越自動車道

環状１号線環状１号線

民間倉庫民間倉庫

国道254号
国道254号

国道462号
国道462号

本庄市役所本庄市役所

南大通り線南大通り線
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紙の調査票で回答する方へ

ほんじょうインフォメーション

お知らせ

▶令和４年度の利用に向けて

はにぽんプラザ

団体利用登録の受付を開始
★市民活動推進課☎ 22- ０８２８

　市内で市民活動及び市民交流を行う法人、その他
の団体がはにぽんプラザを定期的に利用する場合
は、団体利用登録をすることができます。
■登録団体になると
①�一般団体よりも１か月早く施設予約ができます
（登録した利用日時に限る）。
予約開始日
・登録団体…利用する日の月の４か月前の初日
・一般団体…利用する日の月の３か月前の初日
②団体ロッカー・倉庫を利用することができます。
③はにぽんプラザで団体の活動状況をPRできます。

●受付期間　９月30日㈭まで（土・日・休日を除
く）　午前８時30分～午後５時15分

※締切後も申請は受け付けますが、期限内に提出が
あった団体の利用確定後（利用調整会議後）で空い
ている部屋や利用日時での登録となります。
●受付窓口　はにぽんプラザ１階事務室（郵送不可）
●提出書類　①団体利用登録・登録変更申請書
　　　　　　②�団体ロッカー・倉庫利用希望申請書

(利用を希望する団体のみ）
※申請書は受付窓口または、はにぽんプラザ で配
付。

既登録団体の再登録について
　団体利用登録は年度ごとになります。既に登録してい
る団体でも令和４年３月 31日で登録期間が終了し、登
録した部屋及び団体ロッカー・倉庫を利用する権利がな
くなります。翌年度も登録を希望する場合には、提出書
類を再提出する必要があります。
　また、希望する部屋や利用日時が他団体と重複した場

合や団体ロッカー・倉庫の利用を希望する団体が多数の場
合には、利用調整会議での抽選等による調整を行います。
　なお、既登録団体については、個別に申請書を郵送し
ています。
※詳しくは、はにぽんプラザ１階事務室へお問い合わせ
ください。

　選挙管理委員会において任期満了（令和４年２月
4日）に伴う本庄市長選挙・本庄市議会議員一般選
挙（定数21人）の選挙日程を次のとおり決定しま
したのでお知らせします。

選挙期日（投開票日）

令和 4年 1月 30日㈰
告示日（立候補届出日）

令和 4年 1月 23日㈰
※両選挙とも同じ日程で行います。

立候補予定者説明会
　本庄市長選挙・本庄市議会議員一般選挙に立候補
予定の方を対象に説明会を開催します。
　出席者は、立候補予定者 1人につき 2人以内と
してください。代理人の出席も可能です。
市長選挙説明会
●日時　11月 5日㈮　午前 10時～
●場所　市役所 6階大会議室
市議会議員一般選挙説明会
●日時　11月５日㈮　午後２時～
●場所　市役所６階大会議室

お知らせ

本庄市長選挙・本庄市議会議員一般選挙

★選挙管理委員会事務局☎ 25- １１８７

選挙期日等が決定しました

小規模特認校制度は、少人数ならではのきめ細やかな指導や地域
の特性を生かした体験活動など、特色ある教育活動を行う学校を
教育委員会が指定し、「このような環境で学びたい、子どもを学
ばせたい」と希望する児童と保護者に、一定の条件のもと市内全
域から入学を認める制度です。

小規模特認校制度　市教育委員会では、全ての学級の
児童数が概ね18人未満の小学校を小
規模特認校に指定しています。今年
度も小規模特認校への（令和４年度）
入学・転入学の募集を行います。

●小規模特認校制度指定学校
　市立仁手小学校（本庄市仁手618）
●小規模特認校への入学・転入学の条件
　次の①～④をすべて満たしていること
①�特別支援学級を除き、全学級数が７学級以上の学
校の通学区域に居住している児童であること。
②�児童とその保護者が、小規模特認校の教育活動な
どについて理解し、協力できること。
③�通学に当たっては、保護者の責任において通学さ
せること。
④原則として、卒業まで在籍させること。
●募集定員
　令和４年度の小学１～６年生で各学年若干名

●学校見学・授業体験
　10月から11月までの間に、当該校において随時
実施します。事前に学校へご連絡ください。
●申込
　11月29日㈪から12月10日㈮までに直接学校教育
課（市役所４階）へ
●面接　
　児童及びその保護者に対して、教育委員会と学校
長による面接を実施します。
●仁手小学校の特色ある教育活動
仁手小学校 をご覧ください。
http://edu-honjo.com/nittesyo/
html/htdocs/�

�

Information

募集

▶新学期に向けて

★学校教育課☎ 25- １１８３・仁手小学校☎ 22- ２９６７

小規模特認校への入学・転入学児童を募集

　

募集

▶令和３年度補助対象事業を募集

　今年度の敬老会（市主催・自治会主催）は、新型
コロナウイルス感染予防の観点から、昨年度同様に
市内の事業者から提案された敬老お祝い品の贈呈に
変更させていただきます。
　お祝い品の引換券は、9月上旬から中旬に自治会
を通じて配付または郵送でお届けしますのでご確認
ください。

●対�象　7月1日時点で市内
　在住の75歳以上の方（年
　内に75歳を迎える方も含
　みます）

▶ご長寿おめでとうございます

★地域福祉課 25- １１４２ ★商工観光課☎ 25- １１７４

敬老お祝い品の引換券
をお届けします

　観光振興に向けた自由かつ独創的な取組を行おう
とする団体に対し、補助金を交付します。詳しくは
または商工観光課（市役所４階）で配付する募集
要項をご覧ください。
●�補助対象　観光イベントや特産品の開発などの事
業で、補助金交付要綱の要件を全て満たすもの
●�対象団体　市内を主な活動拠点としている法人ま
たは団体で補助金交付要綱の要件を全て満たすもの

●�補助額　補助対象経費の２分の１（上限100万円）
●審査　書類審査やヒアリングなどにより決定
●�応募　９月30日㈭までに事前相談のうえ必要書
類（募集要項で確認）を商工観光課へ提出

お知らせ

観光振興チャレンジ
サポート補助金

▲仁手小学校
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身近な除草に取り組むと…
■景観、衛生面の改善につながる
　見た目がきれいになるだけでなく、
害虫の発生やごみの不法投棄の抑制が
期待できます。
■地域の安全につながる
　まちの死角が減ることで犯罪が減
る、道路の見通しが良くなることで交
通事故が減る、枯れ草による火災発生
が減る、などの効果が期待できます。
　皆さん一人ひとりの小さな活動の積
み重ねが地域の環境美化につながりま
す。

▲身近な除草にご協力を
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集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

■令和３年６月分のごみの量（可燃・不燃・有害・粗大）　
家庭系ごみ排出量　1,769.87t　1人 1日当たりのごみ排出量　約759g　前年同月比　-79g（-10.4％）
事業系ごみ排出量　�708.86t����1 人 1日当たりのごみ排出量　約304g　前年同月比　+12g（+3.9％）
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため家にいる時間が増えたことにより、家庭系ごみの排出量は増加傾向にあります。
生ごみの水切りや資源物の分別、家庭での食品ロス対策をの実践など、ごみの減量化・資源化にご協力をお願いします。
※埼玉県内の 1人 1日当たりのごみ排出量は家庭系ごみが 524g、事業系ごみが 199g（平成 30年度実績）

ごみ分別アプリを配信中です ★環境推進課☎ 25- １１７２

◆アプリ利用画面

アプリのインストール
はこちらから

▲

　ごみ減量のための分別促進や、排出マナーの向上を図るため、ごみ分別アプリを配信しています。ダウンロー
ドしてご活用ください。

アプリの主な機能

○ごみの出し方
　ごみの種類ごとに、出す際の注意点な
どが確認できます。
○ごみ分別辞典
　キーワードから分別方法、出し方を調べることができます。
○ごみの日をお知らせ
　アラート機能により、ごみの出し忘れを防止できます。
○市からのお知らせを配信
　家庭用使用済み小型電子機器のイベント回収や大型連休、
年末年始のごみ収集などをお知らせします。
○よくある質問
　Ｑ＆Ａ形式で、お問い合わせの多い質問を確認できます。

回 収 場 所 日程 時間 問合せ先

アスピアこだま ９月５日㈰
10月３日㈰ 午前９時〜11時

ハートtoハート(佐久間さんち）
☎22-９３００�

市役所 ９月19日㈰ 午前９時〜午後１時

本庄南公民館
※布類回収も実施 ９月11日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち☎22-９３００

就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち｣ (本庄高校北側） ９月17日㈮ 随時受付 ポノポノ☎23-２１９５

Android用 iOS 用
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安心して暮らせる住まいを建てるために
建築主の皆さんへ

狭あい道路の拡幅整備を推進しています

　施工不良などが原因で生じる欠陥住宅に関するトラブルを未然に防止し、より安全で快適に暮らすために、建
築主の皆さんは次のルールを知っておきましょう。

　狭あい道路は、私たちが日常生活をしていくうえで、通行上、環境衛生上の問題があるばかりでなく、地震や
火災などの災害時には消防、救急活動に支障をきたします。市では「本庄市道路後退用地整備要綱」を制定し、
市民の皆さんのご協力のもと、狭あい道路の拡幅整備を進めています。

▶工事監理者を定めましょう
　施工不良などが原因で生じる欠陥住宅に関するト
ラブルを未然に防止するために、住宅の工事全体
について、建築士の資格を持つ専門家がきちんと
チェックをすることが重要となります。
　住まいづくりでは、建築士の資格を持つ「工事監
理者」を選任することが法律により定められていま
す。工事監理者は、建築主の代理人として設計図書
どおりに工事が行われているかを確認する重要な役
割を担っていますので、建築主は必ず工事監理者を
定めてください。

▶狭あい道路沿道の皆さんへ　
　建物や塀の新築・建替え等の際は、次のどちらかの道
路後退部分の手続きを必ず行ってください。手続きをし
ていただくと、市が道路後退部分の整備と維持管理を行
います（後退済みで手続きを行っていない場合はご相談
ください）。

①道路後退部分を分筆登記し、市に寄附する
※分筆登記費用に対し、一定要件を満たすことで上限15
万円の補助金を交付する制度があります。
手続窓口　道路管理課（市役所２階）☎25-１１３５
②道路後退部分を公共用道路として無償使用すること
　の承諾書を提出する
※道路後退部分の固定資産税・都市計画税が非課税とな
ります。
手続窓口　建築開発課（市役所２階）☎25-１１４０
※本庄市立地適正化計画に定める居住誘導区域で、道路
後退用地内の古い建物等の除去等に対する補助制度（上
限50万円）があります。詳しくは、道路管理課へお問
い合わせください。

狭あい道路とは・・・
幅員４m未満の道で、一般交通の用に供されている
もの。その中でも、建築基準法の基準時以前から建
築物が立ち並んでいる幅員４m未満の道で、特定行
政庁が指定したものを建築基準法第42条第２項道路
と呼び、建物等の新築・建替え等の際には道路の中
心線から２mの後退（セットバック）が必要となり
ます。

▶すでに道路後退が済んでいる皆さんへ
　過去に道路後退した部分に塀等を再度設置したり、通行の障害となる物を置いたりすると、災害時の避難経路
の確保や消防・救急の活動に支障をきたすことになります。道路後退部分には通行の障害となる物を置かないで
ください。狭あい道路の幅員を４mにすることは、災害に強く住みよいまちづくりのために大変重要なルールで
す。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

▶完了検査を受けましょう
　工事が完了したときには、建築主は完了検査の申請
をすることが法律により定められています。この検査
は、建築確認申請に基づき正しく工事が完了し、安全
な建物であるかの確認を行う大事な検査ですので、必
ず検査を受けてください。検査員が建物を検査し、建
築基準法に適合していれば「検査済証」を交付します。
★建築開発課☎25-１１４０
　熊谷建築安全センター(熊谷県土整備事務所内）　
　☎０４８–５３３–８７７６

狭あい道路のセットバックイメージ

既存の建物

セットバック部分

２ｍ

狭あい道路狭あい道路

２ｍ

すみ切により見通しが良くなります敷地と道路の境界線

建て替えられた建物 建て替えられた建物

既存の建物

中
心
線

中
心
線

　「緊急時の連絡先」、「かかりつけ医療機関」、「服薬情報」などは、迅速な救
急医療活動や必要な支援につなげるうえで、重要な情報となります。
　万一の緊急事態に備え、あなたの救急医療情報をまとめておきましょう。
　また、年に一度は記入した情報を見直しましょう。

緊急時の連絡先を備えましょう

75歳になった方へ後期高齢者医療被保険者
証（健康保険証）と一緒に「お薬手帳ケー

ス」と「わたしの連絡先カード」を郵送しています。
　緊急事態が発生した場合、家族や医療・介護関係
者等の支援者が速やかに情報共有できるよう、連絡
先をお薬手帳などと一緒に携帯することが大切です。
　「健康保険証」「診察券」「介護保険証」等の情報を
ひとまとめにして携帯できますのでご利用ください。
★介護保険課☎ 25- １７２２

救急医療情報キットを活用しましょう

救急医療情報キットは、「緊急時の連絡先」や「か
かりつけ医」などの情報を専用の容器に入れ、

自宅の冷蔵庫に保管するものです。
　救急隊が駆けつけるような事態では、救急医療情
報を確認することで、迅速な救急搬送に役立てるこ
とができます。
配付場所　地域福祉課（市役所 1階）

★地域福祉課☎ 25- １１２７

救急医療情報キットに入っているもの
①救急情報シート
　緊急連絡先や、かかりつけ医等を記入してく
ださい。
②マークシール（２枚）
　玄関ドアの内側と、冷蔵庫のドアに貼ってく
ださい。救急隊への目印になります。
※この他に、「健康保険証のコピー」「診察券の
コピー」「病院や薬局で受け取るお薬情報」を
一緒に入れてください。

もしもの時
あなたは、必要な情報を伝えられますか

マークシール

救急情報シート

▲冷蔵庫で保管する
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
の
お
知
ら
せ
★
市
民
課
国
民
年
金
係
☎
25
‐
１
１
１
４

　
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
税
務
係
☎
72
‐
１
３
３
３

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
受
給
に
は
、
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
、

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

12
月
末
ま
で
に
請
求
を
し
た
場
合

に
限
り
、
10
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
・
給
付
額

《
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
》

支�

給
要
件　
次
の
①
～
③
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と

①
65
歳
以
上
の
方

②�

世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

の
方

③�

前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

　
の
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
１

　
２
０
０
円
以
下
の
方

給�

付
額　
月
額
５
０
３
０
円
を
基

準
に
、
保
険
料
納
付
済
期
間
や

保
険
料
免
除
期
間
に
応
じ
て
算

出
《
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
者
》

支�
給
要
件　
前
年
の
所
得
額
が
４

　
７
２
万
１
０
０
０
円
＋
扶
養
親

　
族
の
数
×
38
万
円
（
※
）
以
下

　
で
あ
る
こ
と

※
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
70
歳

以
上
の
方
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族

の
場
合
は
48
万
円
、
特
定
扶
養
親

族
ま
た
は
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

扶
養
親
族
の
場
合
は
63
万
円
と
な

り
ま
す
。

給
付
額　

〇�

障
害
等
級
２
級
の
方
は
月
額

５
０
３
０
円

〇�

障
害
等
級
１
級
の
方
は
月
額

６
２
８
８
円

〇�

遺
族
基
礎
年
金
受
給
中
の
方
は

月
額
５
０
３
０
円

※
２
名
以
上
の
子
が
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

５
０
３
０
円
を
子
の
数
で
割
っ
た
金

額
が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

請
求
手
続
き　

《
既
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
》

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
通
知
が
９
月
上
旬
に
届
き
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
支
給

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
の
手
続

き
は
原
則
不
要
で
す
。

《
こ
れ
か
ら
年
金
の
請
求
手
続
き

を
す
る
方
》

老�
齢
基
礎
年
金　
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
新
規
裁
定
請

求
手
続
き
の
案
内
に
同
封
の
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障�

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
請

求
書
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

民
課
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
１
階
）で
配
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
　

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

は
☎
０
３
‐
５
５
３
９
‐
２
２
１
６

受
付
時
間

〇�

月
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時

〇�

火
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

〇�

毎
月
第
２
土
曜
日　
午
前
９
時　
　
　
　

30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
、
翌
開

所
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

※
土
・
日
曜
日
（
第
２
土
曜
日
を

除
く
）・
休
日
・
12
月
29
日
～
１

月
３
日
は
連
絡
不
可
。

●
熊
谷
年
金
事
務
所

　
☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
０
１
２

受
付
時
間

月�

～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
・
休
日
・
12
月
29

日
～
１
月
３
日
は
連
絡
不
可
。

　　
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、代
理
人（
二

親
等
内
）
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ

の
際
は
、
本
人
の
基
礎
年
金
番
号

に
加
え
、
代
理
人
の
基
礎
年
金
番

号
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動

７
月
31
日
付
け　
退
職

▽
城
田　
彩
那
（
保
健
部
保
険
課
主
事
補
）

★
行
政
管
理
課
☎
25
‐
１
１
６
０

◆埼玉県ホームページでは、新型コ
ロナウイルス感染症とこころのケア
に関する各種情報、資料等をお知ら
せしています。

◆働く人のメンタルヘルス・ポータ
ルサイト「こころの耳」で、ご自身
や大切な人のこころのチェックをし
てみませんか。　

悩まずにまずはご相談を

　こころやからだの悩み、抱え込まないで、まずは相談してください。
●こころやからだの悩み相談（健康推進課）
　☎ 24- ２００３
●埼玉いのちの電話
　☎０４８-６４５-４３４３
　（24時間 365 日受付）
●さいたまチャイルドライン
　18歳以下の方を対象とした相談窓口です。
　☎０１２０-９９- ７７７７
　受付　午後４時～９時

●埼玉県こころの電話（県立精神保健福祉センター）
　☎０４８-７２３-１４４７
　受付　月～金曜日　午前９時～午後５時

　（休日、年末年始を除く）
●自死遺族相談（県立精神保健福祉センター）
　来所による相談です。事前の電話予約をお願いし
ます。
　☎０４８-７２３-６８１１
　受付　月～金曜日　午前９時～午後５時

　（休日、年末年始を除く）

こころの健康診断をしてみましょう

　以下のチェック項目でこころの健康診断をしてみましょう。
□理由もなく悲しい、憂うつな気分
□何事にも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすい、元気がでない
□気力がわかない、何もする気がしない
□自分が役に立つ人間だと思えない

□今まで楽しめたことが、楽しめない
□寝付けない、または眠れない
□食欲がない
　ひとつでも当てはまれば、こころが疲れているか
もしれません。

　毎年９月 10日は世界自殺予防デーです。また、毎年９月 10日は世界自殺予防デーです。また、
世界自殺予防デーから１週間は「自殺予防週間」です。世界自殺予防デーから１週間は「自殺予防週間」です。
警察庁の統計によると、令和２年の全国の自殺者数警察庁の統計によると、令和２年の全国の自殺者数
は２万人を超え、交通事故死の約６倍の人数です。　は２万人を超え、交通事故死の約６倍の人数です。　
本庄市でも、毎年数名の方が自殺により亡くなられ本庄市でも、毎年数名の方が自殺により亡くなられ
ています。自殺の多くは、自分では対処できない悩ています。自殺の多くは、自分では対処できない悩

みを抱え、正常な判断ができていない場合が多いとみを抱え、正常な判断ができていない場合が多いと
いわれています。決して特別な人がなるものではないわれています。決して特別な人がなるものではな
く、誰にでも起こりうる可能性があります。からだく、誰にでも起こりうる可能性があります。からだ
の病気と同じように、こころの不調に気づいたら、の病気と同じように、こころの不調に気づいたら、
早めに相談しましょう。早めに相談しましょう。
★健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３★健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３

大切な命を守る大切な命を守るためにために
　　９月10日～ 16日は自殺予防週間です９月 10日～ 16日は自殺予防週間です



ホストタウン応援コラム
東京2020オリンピック開催
トルコ選手の活躍をご紹介

Vol.28

ギョルシュルズ！（またね！） 　　　          　　★オリンピック・パラリンピック支援室☎25-１６１５

テコンドー競技でみごと２つの銅メダルを獲得
　テコンドー競技では、男子68キロ級のハカン・
レチベル選手、女子57キロ級のハティジェキュブ
ラ・イリュギュン選手が銅メダルを獲得しました。　
　ハティジェキュブラ・イリュギュン選手は、「オ
リンピックに行くのが夢だったのでメダルを獲得で

きてとてもうれしい」と喜びの言葉を語りました。
　次はいよいよパラリンピックです。市と交流を
行っているトルコパラテコンドー選手団の出場は
９月２日㈭～４日㈯。この勢いでパラテコンドー
もメダルを獲得できるよう応援しましょう。

仁手小学校児童から選手へ激励の手紙

　パラテコンドー選手とオンライン交流を行った仁手小学校の
５～６年生18人が選手へお礼と激励の手紙を送りました。
　選手からは、「このような手紙はとてもうれしい。パラリンピ
ックでは頑張ってメダルを獲得し、また子どもたちに報告したい｣
とメッセージが届きました。

　東京2020オリンピック競技大会が７月23日～8月８日に開
催され、史上最多の33競技、205の国と地域や難民選手団の
約１万人が参加しました。開会式は「United by Emotion」
がテーマ。コロナ禍でも世界の人々に向けて希望を感じても
らいたいというメッセージが込められていました。トルコ共
和国選手団は121番目に入場。旗手は競泳のメルヴェ・トゥ
ンジェル選手とベルケ・サカ選手が務めました。

トルコ共和国選手団の入場
写真提供：トルコオリンピック委員会

帰国後大勢の祝福を受けるハカン・レチベル選手 喜びを語るハティジェキュブラ・イリュギュン選手
写真提供：トルコテコンドー協会
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　笠原勝様から著書「日本の近代化を築いた人『大偉人・渋
沢栄一の生涯』」を市内公立中学校と中学１年生に１冊ず
つ、合計650冊、「没後200周年記念『盲目の国学者・塙保
己一』」を市内公立小・中学校に１冊ずつ、市立図書館に２
冊、合計18冊をそれぞれ寄贈していただきました。
　郷土の偉人に対する理解、地域への誇りと愛情の育成につ
なげていきます。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　★学校教育課☎25-１１８３

高齢者叙勲
　政府は、８月１日付け
で高齢者叙勲を発表しま
した。
　市内では、清水奬氏が
瑞宝双光章を受章されま
した。おめでとうござい
ます。 元公立小学校長

清水　奬　氏
（共栄）

瑞宝双光章

善意ありがとうございます

でんごん広場
皆さんの情報交換の場

会 ＝会員募集

すいせん絵手紙。 会
　アイデアといろいろな道具を利用する
楽しい絵手紙です。
日時　毎月第２・第４金曜日　　
　　　午後２時～４時

会場　本庄西公民館 2 階会議室 C
費 用　月会費 1,500 円
対象　成人
問合せ　中野☎ 21- ５７９２

まちかどＳｎａｐ

こども学芸員講座
これでキミもこども学芸員
考古学のお仕事体験

東京2020パラリンピック出場

小久保寛太選手壮行会

　7月 27日～ 8月 12日に、本庄早稲田の杜ミュージアムで
こども学芸員講座が開催され、小学生20名が参加しました。
低学年コース2日目には、土器の拓本や土器の水洗いを体験。
参加した林桃羽さん（中央小２年）は「細かい部分の泥を落
とすのは難しかったけど、きれいになっていくのは楽しかっ
た」と話してくれました。参加した皆さんは、本物の土器に
触れ、色や文様の違いなどをじっくり観察していました。

　東京 2020 パラリンピック競技大会に走幅跳T20 クラス
で出場する小久保寛太選手 (本庄特別支援学校出身 )の壮行
会が７月 27日、市役所で行われました。
　会場では参加者が小久保選手の好きなオレンジ色のバルー
ンスティックで激励、小久保選手は「自己ベストとメダルが
取れるように頑張ります」と意気込みを語ってくれました。
　走幅跳T20クラスは９月４日㈯午後7時から行われます。

意気込みを語る小久保選手

市内で出土した本物の土器を丁寧に洗っていく



終戦の日　雑感
　この原稿を書いている終戦の日、例年強い日差しと
蝉
せみ

時雨のはずが、各地で大雨の被害が相次ぎ、新型コ
ロナの第 5 波も猛威を振るっております。世界各地の
コロナ禍と異常気象はさらに深刻で、人類にとって先
の見えない不確実な時代が来ていると感じます。
　一自治体行政の力は限られていますが、コロナ対策
は迅速なワクチン接種が最優先です。国からの供給量
が少し増えたので、本市では 8 月12 日に 12 歳以上の
市民向けに 6000 人× 2 回分を予約受付しました。そ
の後 8 月 20 日に追加受付し、続いて 9 月 14 日にも
受付予定で、引き続き希望される方の接種推進に努め
ます。国民の多くが接種を完了し、変異株へのワクチ
ンの有効性と小児の重症化が起きないことが確証され、
合わせて有効な治療法が確立すれば政府はコロナの感
染症指定をインフルエンザと同等とし、コロナ禍に一つ
の区切りをつけるものと推測します。
　一方、異常気象の原因とされる地球温暖化への対策
は気の遠くなる道のりです。が、このまま二酸化炭素
の排出量が減らなければ、地球の気温は上昇を続け、

やがて人類の生存が危ぶまれると指摘されています。
本市も政府の方針に沿って、ゼロカーボンシティ宣言
を今年５月４日のみどりの日に制定。今後市民との協
働で施策を進めてまいります。
　さて、東京オリンピックは無観客にて開催されました
が、開会式で入場してきた各国選手団の笑顔そして大
勢の日本選手の活躍は、コロナ禍の中の光明でした。
児玉高校出身の柔道女子金メダリスト新井千鶴選手を
はじめ、全力を出し切ったすべての選手の健闘を称えた
いです。8 月 24 日からパラリンピック開催。本庄特別
支援学校出身の小久保寛太選手の活躍に期待します。 
　オリパラは本来、スポーツを通じて平和と人類一人ひ
とりが輝ける社会の実現を目指すものです。人々を分
断しているコロナ禍や、飽くなき経済至上主義が生み
出した地球温暖化をどう克服していくか、ソフトパワー
を大切にしてきた日本は、今回のオリパラ開催をステッ
プに、人類の持続可能な社会づくりにもっと貢献でき
るはずです。
　その一翼を、本庄市も市民の皆さまと共に担えれば…
そう76 年目の終戦の日に思いました。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

令和３年９月１日号 2223

小
平
市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集

　
小
平
市
民
農
園
で
は
、
肥
沃
な

土
地
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

環
境
で
、
野
菜
や
花
の
栽
培
が
で

き
ま
す
。
ご
自
身
の
趣
味
や
健
康

づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
食
育
の

場
と
し
て
、
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
者

区
画
数　
８
区
画
（
先
着
順
）

※
１
区
画
約
50
㎡

費�

用　
１
区
画
あ
た
り　
年
間
２

５
０
０
円(

月
割
あ
り)

※
農
耕
具
の
貸
出
可
。

申�

込　
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

★�
支
所
環
境
産
業
課

　
　
　
　
　
　
☎
72
‐
１
３
３
４

田
中
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集

　
こ
の
度
改
修
工
事
が
完
了
し
た

た
め
、
田
中
市
営
住
宅
の
入
居
募

集
を
再
開
し
ま
す
。

　
入
居
資
格
に
は
収
入
が
一
定
基

準
以
内
で
あ
る
こ
と
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

間�

取
り
　
2
Ｋ
（
4.5
畳
、
6
畳
、

キ
ッ
チ
ン
）、
ト
イ
レ
、
浴
室

※
ト
イ
レ
・
浴
室
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
工
事
済
み
で
す
。

募�

集
戸
数　
11
戸
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

※
抽
選
の
場
合
、
結
果
は
11
月
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申�

込
　
９
月
27
日
㈪
か
ら
10
月
8

日
㈮
ま
で
に
市
営
住
宅
入
居
申

告
書
及
び
必
要
書
類
を
営
繕
住

宅
課
（
市
役
所
2
階
）
ま
た
は

支
所
環
境
産
業
課
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
２
階
）
に
提
出

※
市
営
住
宅
入
居
申
告
書
は
提
出

先
で
配
付
。

★
営
繕
住
宅
課
☎
25
‐
１
１
４
１

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

本庄市長

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
制
度
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
制
度
は
、
重
度
の
障
害
者

が
事
前
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
保
険

診
療
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は

医
療
費
の
支
給
が
一
旦
停
止
と
な

り
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
の
医
療
保
険
加

入
者
で
、
次
の
①
～
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

を
所
持
し
て
い
る
方

②�

療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
を
所
持

し
て
い
る
方

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１�

級
を
所
持
し
て
い
る
方

④�

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
に
よ
る
障
害
認
定
を
受
け

た
方

※
65
歳
以
上
で
新
た
に
①
～
③
に

該
当
す
る
方
は
対
象
外
で
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
。

★
障
害
福
祉
課
☎
25
‐�

１
１
２
５
・

�

　�

23
‐
１
９
６
３
、
支
所
市
民

福
祉
課
☎
72
‐
１
３
３
３

埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

そ
な
ー
え
で
災
害
対
策
を
学

び
ま
せ
ん
か

　
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
そ

な
ー
え
は
、
地
震
や
消
火
な
ど
の

疑
似
体
験
を
通
し
て
災
害
時
の
対

処
法
が
学
べ
る
施
設
で
す
。
災
害

へ
の
備
え
を
学
ん
で
、
も
し
も
の

時
の
対
策
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

※
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
地
震
体

験
と
消
火
体
験
の
み
の
運
用
で
す
。

開�

館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4

時
30
分（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

所
在
地　
鴻
巣
市
袋
30

入
館
料　
無
料

休�

館
日　
月
曜
日
（
休
日
の
場
合

は
翌
日
）・
年
末
年
始

★�

埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
そ

な
ー
え

　
☎
０
４
８
‐
５
４
９
‐
２
３
１
３

は
に
と
れ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　
　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
現
在
、
市
内
80
か
所
以
上
で
実

施
し
て
い
る
、
高
齢
者
に
人
気
の

は
に
ぽ
ん
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
は
に
と
れ
）
教
室
の
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
は
に
と
れ
の
手
順
や
参
加
者

へ
の
声
が
け
等
を
体
験
し
な
が
ら

学
び
ま
す
。

日�

時　
10
月
７
日
か
ら
11
月
11
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
6
回

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

講
師　
理
学
療
法
士

対�

象　
市
内
在
住
者
で
は
に
と
れ

教
室
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
方
、
通
っ
て
い
る
教
室

等
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活

動
を
考
え
て
い
る
方

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
飲
み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
、
運
動
す
る
服

装
申�

込　
９
月
６
日
㈪
か
ら
24
日
㈮

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
★
介
護
保
険
課
☎
25
‐
１
７
２
２

里
川
保
全
活
動
釣
り
体
験
教

室
　
市
内
を
流
れ
る
男
堀
川
で
釣
り

体
験
教
室
と
清
掃
活
動
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�

時　
10
月
９
日
㈯　
午
前
９
時

30
分
～
正
午

会�

場　
男
堀
川
（
本
庄
早
稲
田
駅

付
近
）

講�

師　
金
澤　
光　
氏
（
埼
玉
県

魚
類
研
究
会
代
表
）

対�

象　
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護

者
※
児
童
の
み
の
参
加
は
小
学
５
年

生
か
ら
。

内�

容　
魚
の
釣
り
方
、
川
の
生
き

物
観
察

定
員　
10
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

※
釣
り
道
具
貸
出
可
。
詳
細
は
別

途
連
絡
し
ま
す
。

申�

込　
９
月
15
日
㈬
か
ら
30
日
㈭

ま
で
に

�

（
申
込
者
全
員
の
氏

名
及
び
ふ
り
が
な
・
児
童
の
学

年
・
住
所
・
連
絡
先
の
電
話
番

号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
入
）
で
左
記
へ

satokaw
a@
how

arp.or.jp

★�

（
公
財
）本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
☎
24
‐
７
４
５
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社羽賀商店 埼玉県本庄市栄 3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（埼玉・群馬・東京）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

リユース・リサイクル品あればお値引き可！

建物解体前の残置物処分

即日対応いたします

見積
無料

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉脇島正法律事務所

埼玉弁護士会所属 弁護士 脇島 正

予約制 受付時間：平日 ～

〒 本庄市早稲田の杜
からも予約できます

収入のない方も安心してご相談ください
法テラス制度を利用することで負担なく弁護士に依頼できます

夜間・土日
応相談

初回相談料無料

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、施設利用や催し等へ参加の際は、マスクの着用、消毒、検温等にご協力をお願いし
ます。また、掲載している催し等が中止・変更になる場合があります（市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください）。

キッチンとバリアフリー化した浴室
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都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

　
本
庄
都
市
計
画
の
変
更
案
を
作

成
す
る
の
に
あ
た
り
、
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
に
都
市
計
画

の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す
の
で
、
意

見
の
あ
る
方
は
期
限
ま
で
に
意
見

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
こ

の
場
合
に
は
、
縦
覧
期
間
終
了
後

に
市

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画

・�

本
庄
都
市
計
画
公
園
の
区
域
変

更
（
本
庄
総
合
公
園
）

〇
公
聴
会
に
つ
い
て

日�

時　
９
月
30
日
㈭　
午
後
７
時

～
８
時

会�

場　
市
役
所
２
階
職
員
厚
生
室

〇
原
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

期�

間　

９
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

（
土
・
日
を
除
く
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

場�

所　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

階
）、
支
所
環
境
産
業
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
２
階
）、
市

〇�

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て　

�

意
見
書
様
式
（
縦
覧
場
所
ま
た

は
市

で
配
付
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
９
月
15
日
㈬
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
下
記
に
持
参
、

郵
送
、　�

、
ま
た
は

で
提
出

提�

出
先
　
〒
３
６
７
‐
８
５
０
１

本
庄
市
本
庄
３
‐
５
‐
３

　
本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課

★�

都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
７・

　



24
‐
０
２
４
２・

tosikei@

　

city.honjo.lg.jp

落
語
で
笑
っ
て
学
ぼ
う
成
年

後
見
制
度
講
演
会

　
本
庄
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
主
催
の
成
年
後
見
制
度
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
楽
し
く
学
べ
る

落
語
を
披
露
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
来
場
が
難

し
い
参
加
希
望
者
に
は
後
日
ユ
ー

ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
限
定
配
信
も
行

い
ま
す
。

日�

時　
10
月
16
日
㈯　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会�

場　
セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

講�

師　
桂　
ひ
な
太
郎　
氏
（
落

語
家
）、小
屋
野　
匡　
氏
（
弁

護
士
）

対�

象　
市
内
在
住
、
在
勤
者
及
び

市
内
在
住
の
対
象
者
を
支
援
す

る
関
係
者

内
容　

〇
第
１
部　
成
年
後
見
落
語

〇�

第
２
部　
成
年
後
見
制
度
の
ポ

イ
ン
ト

定�

員　
１
０
０
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

費
用　
無
料

申�

込　
９
月
１
日
㈬
午
前
９
時
か

ら
30
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
込
（
土
・
日
・
休
日
は
連
絡

不
可
）

★�

（
福
）
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
24
‐
２
７
５
５

オ
ー
タ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
２
０

２
１
連
携
企
画
「
秋
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
①
」

　
　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
本
庄
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
No.

３
本
庄
総
合
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
（
約
３
km
）
を
歩
き
ま
し

ょ
う
。

日�

時　
９
月
26
日
㈰　
午
前
8
時

30
分
～
正
午

※
小
雨
決
行
。

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
小
学
生
は
４
年
生
以
上
で

保
護
者
同
伴
）

内�

容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
イ
ン
タ

ー
バ
ル
速
歩
、
ス
ロ
ー
ピ
ン
グ

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
、

飲
み
物

申�

込　
９
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎
25
‐�

１
１
５
２

▲申込は
　こちら

【
本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
】

第
64
回
本
庄
市
民
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ

日�

時　
11
月
15
日
㈪　
午
前
８
時

～（
受
付　
午
前
７
時
30
分
～
）

会�

場　
上
里
ゴ
ル
フ
場
（
上
里
町

薫
95
）

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

競
技
方
法　
新
ペ
リ
ア
方
式

費
用　
２
０
０
０
円

申�

込　
10
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
左
記
へ

★�

市
民
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
事
務
局
・

榊
☎
０
８
０
‐
３
４
０
５
‐
１

５
８
８

秋
季
初
心
者
親
子
拳
法
教
室

日�

時　
10
月
2
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　
全
5
回　
午

後
2
時
～
4
時

会�

場　
児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
1
階
）

講
師　
少
林
寺
拳
法
公
認
指
導
員

対�

象　
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
者

内�

容　
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
の

身
を
守
る
為
の
護
身
術

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
運
動
す
る
服
装
、
着
替
え
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申�

込　
9
月
6
日
㈪
か
ら
24
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★�

少
林
寺
拳
法
連
盟
・
富
澤
☎
０

９
０
‐
４
５
９
７
‐
５
６
１
９

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室

日�

時　
10
月
13
日
か
ら
11
月
10
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
5
回

午
後
7
時
～
9
時

会
場
　
エ
コ
ー
ピ
ア

講�

師　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認

指
導
員

対
象　
初
心
者
～
中
級
者

内�

容　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
礎
技

術
の
習
得
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用�

意　
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す

る
服
装
、ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
可
）

申�

込　
9
月
8
日
㈬
か
ら
22
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局
・

荒
井
☎
０
９
０
‐
１
９
９
７
‐

７
８
７
９

市
民
空
手
道
教
室

日�

時　
10
月
7
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　
全
4
回　
午

後
7
時
～
9
時

会
場　
武
道
館

講�

師　
全
日
本
空
手
道
連
盟
公
認

指
導
員
ほ
か

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

内�

容　
空
手
道
の
基
本
的
な
知
識

と
技
能
の
習
得

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申�

込　
9
月
8
日
㈬
か
ら
22
日
㈬

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

へ
★�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
☎
25
‐
１
１
５
２

第
15
回
本
庄
市
民
空
手
道
選

手
権
大
会

日�

時　
11
月
28
日
㈰　
午
前
9
時

30
分
～
（
受
付　
午
前
8
時
30

～
）　

会
場　
エ
コ
ー
ピ
ア

対�

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
及
び
招
待
選
手

競�

技
方
法　
形
・
組
手
（
予
選
及

び
決
勝
）

費
用　
３
０
０
０
円

申�

込
　
9
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ

★
空
手
道
連
盟
事
務
局
・
増
田　

　
　
　
　
　
　
☎
21
‐
０
６
６
３

▲市

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉☆ あきらめていませんか！！

障害年金を

倉倉田田和和子子

病気やけがのために日常生活や仕事に

障害者手帳をお持ちの方、ぜひ一度

ご相談ください。 （初回相談 無料）

障害年金の専門家 社会保険労務士
連絡先 本庄市西五十子
ＴＥＬ ０８０－１２４２－７６９６

支障があり 歳未満に初診日がある方、

　市のLINE公式アカウントに
友だち登録しませんか。
　友だち登録すると、新型コロ
ナウイルス関連情報や市からの
お知らせを受信できます。友だ
ち登録をして、便利に活用しま
せんか。
　　　★広報課☎25-１１５５

◀友だち登録は
こちら

登録者1万7000人突破　　　　
本庄市LINE公式アカウント

で情報発信中
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
、
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
の
検
温
、

マ
ス
ク
、
飲
み
物
の
用
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
22
‐
３
４
０
４

◆
初
心
者
の
太
極
拳
教
室

　
無
理
の
な
い
全
身
運
動
で
誰
で

も
で
き
ま
す
。
呼
吸
に
集
中
し
て

ゆ
っ
た
り
と
動
く
太
極
拳
は
、
体

幹
を
鍛
え
、
転
倒
防
止
や
免
疫
力

向
上
に
も
有
効
で
す
。

日�

時　
10
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回　
午

前
10
時
30
分
～
正
午

講�

師　
横
塚　
好
子　
先
生
（
日

本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
指
導

員
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
運
動
す
る
服
装
、
底
の
薄

く
柔
ら
か
い
運
動
靴
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル

申�

込　
９
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
木・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
公
民
館
☎
24
‐
７
３
８
３

◆
本
庄
歴
史
講
座
～
郷
土
の
歴
史

を
学
ぼ
う
～

　
江
戸
時
代
の
本
庄
の
歴
史
を
学

び
ま
す
。

日
時

①�

10
月
５
日
㈫
・
12
日
㈫
・
19
日

㈫　
全
３
回　
午
後
１
時
30
分

～
３
時

②�

10
月
25
日
㈪
・
11
月
１
日
㈪
・

８
日
㈪　
全
３
回　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
柴
崎　
起
三
雄　
先
生

内
容
（
①
②
共
通
）

・
１
回
目　
御
堂
坂
の
目
籠
破
り

・
２
回
目　
祇
園
祭
と
本
庄
ま
つ
り

・
３
回
目　
和
宮
様
御
下
向

定
員　
各
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申�

込　
９
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
土・日・

休
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
21
‐
８
７
８
５

◆
木
目
込
み
人
形
教
室

　
木
目
込
み
で
来
年
の
干
支（
寅
）

の
置
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
10
月
18
日
か
ら
11
月
８
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

午
前
９
時
30
分
～
正
午

講�

師　
戸
谷　
久
竹　
先
生
（
久

月
人
形
学
院
正
教
授
）、
加
藤

ア
サ
子　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
４
８
０
０
円
（
台
別
）

用�

意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
エ
プ

ロ
ン
、
小
ば
さ
み
、
で
ん
ぷ
ん

の
り

申�

込　
９
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館
☎
22
‐
２
４
８
４

◆
持
続
可
能
な
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
デ
ザ

イ
ン
～
環
境
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

講
座
～

　
持
続
可
能
な
本
庄
の
ま
ち
づ
く

り
に
大
切
な
こ
と
や
行
動
の
あ
り

方
を
、
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

【
そ
の
１
】
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
つ
く
電
気
に
つ
い
て
、
今
と
ミ

ラ
イ
を
や
さ
し
く
知
ろ
う
！

日�

時　
９
月
11
日
㈯　
午
前
11
時

～
正
午

講�

師　
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
㈱
社
員

対
象　
中
学
生
以
上

【
そ
の
２
】
環
境
に
や
さ
し
い
電

気
自
動
車
の
モ
デ
ル
カ
ー
を
作
ろ

う
！

日�

時　
９
月
25
日
㈯　
①
午
前
11

時
～
正
午
、
②
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
日
産
自
動
車
㈱
社
員

対�

象　
小
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

《
そ
の
１
・
そ
の
２
共
通
》

定
員　
各
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
筆
記
用
具
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル

申�

込　
９
月
６
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
金・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

藤
田
公
民
館
☎
22
‐
２
３
３
２

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り
～
ミ

ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

　
史
跡
の
再
発
見
で
脳
も
体
も
活

性
化
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

日�

時　
９
月
30
日
㈭
・
10
月
８
日

㈮　
全
２
回　
午
前
８
時
30
分

～
正
午

※
少
雨
決
行
。

集
合
場
所

・�

９
月
30
日
㈭　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

駐
車
場

・�

10
月
８
日
㈮　
県
立
神
川
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
駐
車
場
（
神
川
町
池

田
７
５
６
）

講�

師��

新
井　
光
夫　
先
生
、
町

田　
喜
久
雄　
先
生

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費�

用　
３
０
０
円
（
保
険
代
込
・

拝
観
料
は
別
）

用�

意　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
、
帽
子
、
雨
具　
　
　
　
　

申�

込　
９
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
（
１
通
話
１
名
受

付
）で
公
民
館
へ（
金・土・日・

休
日
は
連
絡
不
可
）

◆
木
目
込
み
人
形
教
室

　

来
年
の
開
運
干
支
、「
寅
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時　
10
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日　
全
４
回　
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
加
藤　
ア
サ
子　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
４
８
０
０
円
（
台
別
）

用�

意　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
エ
プ

ロ
ン
、
小
ば
さ
み
、
で
ん
ぷ
ん

の
り

申�

込　
９
月
15
日
㈬
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
金
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

旭
公
民
館
☎
22
‐
５
９
４
０

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

　
ア
メ
リ
カ
モ
ダ
の
布
を
六
角
形

で
つ
な
い
で
、
革
製
の
つ
り
付
き

の
か
わ
い
い
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

日�

時　
９
月
22
日
か
ら
10
月
27
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
10
月
６

日
を
除
く
）　

全
５
回　

午
前

10
時
～
正
午

講�

師　
椙
田　
晴
美　
先
生
（
日

本
手
芸
普
及
協
会
講
師
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
７
０
０
円

用�

意　
鉛
筆
、
は
さ
み
（
紙
用
・

布
用
）、
定
規
、
裁
縫
道
具

申�

込　

９
月
10
日
㈮
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
旭
の
自
然
「
鳴
く
虫
観
賞
会
」

　
旭
地
区
に
生
息
す
る
虫
の
音
を

観
賞
し
ま
す
。
館
内
で
実
物
と
映

像
に
よ
る
解
説
後
、
野
外
に
出
て

鳴
く
虫
の
音
を
観
賞
し
、
秋
の
情

趣
を
楽
し
み
ま
す
。

日�

時　
９
月
25
日
㈯　
午
後
６
時

～
７
時
30
分

講
師　
岡
田　
忠
彦　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

用
意　
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

申�

込　

９
月
13
日
㈪
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
旭
の
自
然
「
旭
地
区
に
見
ら
れ

る
秋
の
草
花
」

　
旭
地
区
の
野
に
見
ら
れ
る
秋
の

草
花
の
名
前
、
特
色
、
人
々
の
生
活

と
の
関
わ
り
な
ど
を
知
り
、
自
然

に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。
室
内
で
の

講
話
と
野
外
観
察
を
行
い
ま
す
。

日�

時　
10
月
６
日
㈬　
①
午
前
９

時
～
11
時
、
②
午
後
１
時
～
３
時

※
①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

講
師　
寺
尾　
好
夫　
先
生

定
員　
各
回
12
名
（
先
着
順
）

用�

意　
動
き
や
す
い
靴
、
帽
子
、

長
ズ
ボ
ン
、
筆
記
用
具
、
ル
ー

ペ
（
お
持
ち
の
方
）

申�

込　

９
月
21
日
㈫
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

◆
筆
ペ
ン
書
道
教
室

　
宛
名
、
の
し
、
挨
拶
な
ど
の
年

賀
状
書
き
を
通
し
て
、
筆
ペ
ン
の

使
い
方
を
学
び
ま
す
。

日�

時　
10
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
・

11
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬　
全
４

回　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
岩
上　
郁
子　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用
意　
な
し

申�

込　

10
月
１
日
㈮
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公
民

館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

公
民
館

公
民
館

 老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎ 22- ３６９６
９月６日㈪・13 日㈪・21 日㈫・27 日㈪・10 月４日㈪
 余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22- ８１２６
９月６日㈪・13 日㈪・27 日㈪・10 月４日㈪

 ボートレース戸田開催日程
９月１日㈬～５日㈰・17日㈮～20日㈷・30日㈭～10月
５日㈫
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：９月30日㈭〕－
 ・国民健康保険税　３期 　・下水道負担金　２期 
 ・介護保険料　３期　・後期高齢者医療保険料　３期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　９月６日㈪　10月５日㈫午後５時15分～７時
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０
　　　支所市民福祉課市民税務係
　　　（アスピアこだま１階）☎ 72-１３３３
日時　９月26日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　収納課（市役所１階）☎25-１１２０

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
没 後 2 0 0 周 年 記 念 

『 盲 目 の 国学者 ・ 塙 保己一 』

定価 円

 ご 購 入 承 り 中

本庄市けや木 1-13-26 ここだだまま企企画画  

☎・FAX 0495（21）7870 いいたたししまますす  

ごご自自宅宅ままでで配配達達  

笠原 勝著 定価 各１，５００円（税込）

Ａ ４ 版 頁 オールカ ラー

『 大 偉 人 ・ 渋 沢 栄 一 の 生涯 』

定価 円

 ご 購 入 承 り 中

日 本 の 近 代 化 を 築 い た 人 

Ａ ４版 頁 オールカ ラー

大 好 評 発 売 中
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仁
手
公
民
館
☎
22
‐
３
５
３
８

◆
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

　
楽
し
い
音
楽
に
乗
っ
て
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日�

時　
10
月
14
日
㈭
・
21
日
㈭
・

28
日
㈭　
全
３
回　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講�

師　

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
マ
ハ
ロ
ハ
フ
ラ
」
の
皆
さ
ん

定
員　
10
名�（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用�

意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル

申�

込　
９
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ
（
水・土・

日
・
休
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）�

☎
72
‐
８
８
５
１

◆
バ
ス
ボ
ム
作
り
教
室
～
ア
ロ
マ

を
使
っ
た
入
浴
剤
を
作
り
ま
せ
ん

か
～

　
入
浴
剤
を
２
種
類
作
り
ま
す
。

お
好
み
の
香
り
で
１
日
の
疲
れ
を

癒
し
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
９
月
29
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講�
師　
小
林　
宣
子　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申�

込　
９
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館
☎
72
‐
０
３
３
７

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
付

け
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
は
い
か
が
で
す
か
。

日�

時　
10
月
３
日
㈰　
午
前
10
時

30
分
～
正
午　

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

費�

用　
１
０
０
０
円
ま
た
は
１
５�

０
０
円
（
選
択
制
）

用�

意　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申�

込　
９
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
～

手
縫
い
で
作
る
革
の
小
銭
入
れ
～

　

本
牛
革
の
キ
ッ
ト
を
使
用
し

て
、
カ
ー
ド
ポ
ケ
ッ
ト
が
１
つ
付

い
た
小
銭
入
れ
を
作
り
ま
す�

。
縫

い
穴
が
あ
い
て
い
る
の
で
初
め
て

作
る
方
で
も
安
心
で
す
。
刻
印
を

打
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
10
月
５
日
㈫　
午
前
10
時

～
正
午

講
師　
新
井　
孝
枝　
先
生

定
員　
５
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
０
円

用
意　
は
さ
み

申�

込　
９
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
で

公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
・
休

日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

１
階
）
☎
72
‐
４
７
８
９

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
ワ
ー
ド
の
機
能
を
活
用
し
て
、

年
賀
状
、
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
、
お
正
月
用
小
物
な
ど
の
お
楽

し
み
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
ま
し
ょ

う
。

日�

時　
９
月
25
日
か
ら
10
月
16
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
４
回

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
０
円

用�

意　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
出
可
）、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

申�

込　
９
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
公
民

館
へ
（
木
・
土
・
日
・
休
日
は

連
絡
不
可
）

みんなの掲示板をみんなの掲示板を
ご利用くださいご利用ください

　市 にある右のマークが
目印です。登録無料。会員
募集やイベント情報などに
ご利用ください。
★広報課☎25-１１５５ ▲まずはクリックを

自転車安全利用五則を守りましょう

　自転車安全利用五則は、自転車のルールのうち特
に重要なものです。
●自転車安全運転五則
１．自転車は車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行
３．歩道では歩行者優先で、車道よりを徐行
４．安全ルールを守る

　・飲酒運転、２人乗り、並進の禁止
　・夜間はライトを点灯
　・交差点での信号遵守と一時停止、安全確認
５． 子どもはヘルメットを着用（保護者は13歳未満

の子どものヘルメット着用に努めてください）
※本庄市の５月末時点　人口１千人あたりの人身交
通事故発生件数は1.08件で、県内ワースト11位です。

★危機管理課☎25-１１８４
交通安全
ニュース

★今月の児童図書
ぼくのバス

バイロン・バートン　作・絵
にんきものいちねんせい

つちだ　のぶこ　え
はじめての哲学　　　　藤田　正勝　著
正吉とヤギ　　　　　　塩野　米松　文
かはたれ　　　　　　　　朽木　祥　作

★今月の児童図書
うみべのくまちゃん

デイヴィッド・ウォーカー　え
としょかんのきょうりゅう

鈴木　まもる　作・絵
あんなにあんなに

　ヨシタケ　シンスケ　著
妖怪一家の時間旅行　　富安　陽子　作

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）　
休 館 日／６日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪、
���������������30日㈭（館内整理日）、10月４日㈪
ホームページアドレス／http://www.lib.honjo.saitama.jp/

野菜の花写真館

ダニが刺したら穴２つは本当か？

チバニアン誕生

さよならのたからばこ

植松　國雄　著　敬文舎

島野　智之　著　風濤社

岡田　誠　著　ポプラ社

長崎　夏海　作　理論社

野菜の花と花を訪れる昆�
虫たちも一緒に写ってい�
る写真集です。花の形、色、
名前の由来、そして料理ま
で。普段目にすることのな
い野菜の花の美しさにきっ
と驚くことでしょう。

生まれ育った島を出て、
東京へ引っ越す小学２年
の美波。昨日のお別れ会
に来なかった、洋生にばっ
たり会った美波は…。友
だちとさよならするため
の大事な一日を描く。

★今月の一般図書
冤罪と人類　　　　　管賀　江留郎　著
気持ちを表すことばの辞典
　　　　　　　　　　飯間　浩明　監修
うたうおばけ　　　くどう　れいん　著 
敏感繊細すぎて生きづらい人へ
　　　　　　　　　　　降矢　英成　著
母親病　　　　　　　　　森　美樹　著

★今月の一般図書
アトピー性皮膚炎をしっかり治す本　

大矢　幸弘　著
入浴は究極の疲労回復術

早坂　信哉　著
くり返し読みたい親

しんらん
鸞　釈　徹宗　監修

世界なんでもランキング　
地球の歩き方編集室　著

図 書 館 だ よ り

たのしいおはなし会
◇本　　館
日時 　９月11日㈯　
　　　午前11時～11時30分
　　　９月25日㈯　
　　　午後２時～２時30分
対象　小学生以下のお子さん
　　　（保護者の同伴可）
定員　12組（当日先着順）
内容　「秋」をテーマとした絵
　　　本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」の皆さん
◇児玉分館
日時　９月11日㈯
　　　午前11時～11時30分
対象　小学生以下のお子さん
　　　（保護者の同伴可）
定員　６組（当日先着順）
内容　 「運動」をテーマとした

絵本や紙芝居など
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会ことよりの皆さん

本館☎ 24- ３７４６／児玉分館☎ 73- １７８３

2020 年１月はじめて日
本の地名が地球の歴史に
刻まれた。その名は「チ
バニアン」。千葉県市原
市の崖に地球の磁場（地
磁気）が逆転したことを
示す痕跡が残されてい
た。

四季折々のダニとの出会
い、そして別れ…。人に
危害を加えるダニ、森の
中で分解者として暮らす
人に無害なダニなど、世
界に５万種いるダニの多
様性を紹介。

イ ベ ン ト

敬老の日特別企画おはなし会

◇本　　館　
日時　９月18日㈯
　　　午前11時～11時30分
対象　小学生以上
定員　12組（当日先着順）
内容　�お年寄りをたいせつにし

たくなるおはなし

��本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

※貸出不可。閲覧のみ利用できます。
◎当面の間、地域開放の詳細につ
いては、本庄高校のホームページ
でご確認ください。
 本庄高校図書館地域開放  で検索
★本庄高校図書館☎21-１１９５

新型コロナウイルスの感染拡大状
況等により、イベント等を急遽中
止することがあります。詳細はホ
ームページや館内掲示でお知らせ
します。
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市 民 相 談 （９月〜10月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ９月16日㈭　午後１時〜４時

10月21日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室 
   　　 

法 律

９月１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬・30日㈭
午後１時〜４時
※30日の会場は、アスピアこだま１階相談室
◎10月の相談日

弁護士に
よる相談

10月６日㈬・13日㈬　
午後１時〜４時   定員＝各日６名（先着順)

司法書士に
よる相談

10月20日㈬・27日㈬
午後１時〜４時   定員＝各日６名（先着順)

労 働 法 律 9月・10月の相談はお休みです。

不 動 産 ９月10日㈮・10月８日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 10月14日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ９月14日㈫・10月12日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課☎25-１１７５
毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
  　　　　　 ☎35-１２３２

人 権
９月28日㈫・10月26日㈫　午後１時〜４時 市役所５階 501会議室 市民活動推進課

☎25-１１１８９月14日㈫・10月12日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま２階
会議室Ｂ

ＤＶ・女性 毎週月〜金曜日（休日を除く）午前８時30分〜午後５
時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
 ☎25-１１４４☎25-１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時〜午後４時 市役所２階  子育て支援課 子育て支援課 ☎25-１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く) 午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
                  ☎22-４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
                  ☎21-７３３７

心 配 ご と

第１月曜日を除き毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎21-８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
                  ☎24-２７５５

９月６日㈪・10月４日㈪ 
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
                  ☎73-１２３７

結 婚 ９月８日㈬・19日㈰・10月13日㈬
午後１時〜４時（受付は午後３時30分まで）

はにぽんプラザ２階
活動室Ａ・Ｂ

本庄市社会福祉協議会
                  ☎24-２７５５成 年 後 見

９月14日㈫・28日㈫・10月12日㈫・26日㈫
午後１時〜４時
※前月初日（休日を除く）より先着順で当日午後２時
まで受付（受付開始日は電話予約のみ）

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

成 年 後 見
（電話相談） 休日を除く月〜金曜日　午前９時〜午後５時 成年後見相談ダイヤル

☎0120-235-833 地域福祉課 ☎25-１１４２

高齢者相談 休日を除く月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時15分
※担当する地域は、おおむね中学校区域

本庄市西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会
（銀座１- １- １）　                          ☎22- ７０８８
本庄市東地域包括支援センター　安誠園

（本庄３- １-21）　                          ☎22- ６２６２
本庄市南地域包括支援センター　シャローム　

（今井 1251-1）　　　　　               ☎23- ９５８０
児玉地域包括支援センター

（児玉町金屋 1302-1）　                  ☎73- １５４５
若者就労相談
(15歳〜49歳)

毎週月〜金曜日、第４土曜日（休日を除く) 
午前９時〜午後５時に事前予約

深谷若者サポートステーション（深谷市西島４-２-61
ウェストビル２階）                 ☎０４８-５７７-４７２７

・各種相談は予約制
・10月の相談予約は、９月21日㈫から受付開始       
　（先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同月に同じ相談を複数申し込みすることはでき
　ません
各種相談日　※休日のときは変更となります。
●行政相談　毎月第３木曜日
●法律相談　・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
　　　　　　※奇数月第４木曜日（児玉会場）
　　　　　　・司法書士　毎月第３・４水曜日 
　　　　　　　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）
●労働法律相談（弁護士）　５・８・11・２月の第３水曜日
●不動産相談　毎月第２金曜日
●年金・労働相談　偶数月第２木曜日
●税務相談　毎月第２火曜日

　　　☎25-１１１３
市民課☎25-１１１２
　　　☎25-１１１０

※埼玉県では無料の県民相談を実施しています。県民相談の詳細は、埼玉県ホームページをご覧ください。
相談名：弁護士・司法書士による法律相談、県職員による電話・面談相談、県職員によるインターネット県民相談、
　　　　弁護士による出張法律相談、交通事故相談等

みんなのみんなの健康ガイド健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

★１１９番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番
号です。医療機関の情報は、児玉郡市広域消防本部指令課
☎ 24- １１１９でご案内します。診療科目によっては県外や
本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

　眼科の外来で老眼鏡を持っていますか？とお聞きすると、多く
のご高齢の方は持っていますとおっしゃいます。しかし、その種
類は多種多様で、眼科で処方されたものから量販店での簡易的な
もの、少し前、大量にテレビコマーシャルで流れていた○○○ル
ーペなどさまざまです。今回は手元を見るための眼鏡という意味
で老眼鏡についてお話ししてみたいと思います。
　まずは老眼とは何かというところからの解説です。人間の目に
は水晶体というレンズが存在しています。物を見る時、この水晶
体が無意識のうちに厚くなったり薄くなったりしてピントを合わ
せています。しかし、年齢とともに水晶体が固くなり、厚くなっ
たり薄くなったりできなくなります。そうなると、ある距離にし
かピントが合わず、それ以外の部分はボケてしまいます。カメラ
のオートフォーカスの機能がなくなるのと同じです。
　老眼鏡
　眼科で処方する老眼鏡や量販店によくある老眼鏡は、いわゆる
ピントを合わせる眼鏡です。自分の水晶体にピントを合わせる機
能がなくなっていますので、見たい部分、つまり手元にピントを

合わせる眼鏡をかければ見えるということになります。量販店で
の眼鏡は左右全く同じ度数で乱視は補正していません。眼科で処
方された眼鏡は、左右別々にしっかり合った度数で、乱視を補正
した眼鏡を処方しますのでより自分に合った眼鏡ができます。
　拡大鏡
　テレビコマーシャルで流れていた○○○ルーペなどはこの部類
に入ります。拡大鏡はその名の通り、見たい物を拡大して見るい
わゆる虫眼鏡です。ピントを合わせて見えるようにする老眼鏡と
は違います。拡大の倍率はさまざまですが、おおむね２倍程度ま
でで、倍率を大きくすれば見えるわけではありません。
　老眼鏡と拡大鏡はその用途により利点欠点が違います。どちら
も近くを見るという意味では、眼鏡なしで見るよりも見やすくな
ります。また、老眼鏡、拡大鏡の両方を使用することもあります。
いずれにせよ、ご自身に合った眼鏡をかけることは、目への負担
を軽減したり、疲れないようにしたりするためにとても重要です。
お持ちの眼鏡が自分に合っているのか不安があれば一度眼科へご
相談ください。

医療メモ　老眼鏡と拡大鏡     　　　本庄市児玉郡医師会広報部

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、入院の
必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　日曜・休日・年末年始（12/30 〜１/ ３）・平日木曜  
　　　　　　日夜間

▼診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時〜 10 時
　　　　　　（平日木曜日夜間は午後８時〜 10 時）
※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時 45 分までに受付をしてください。

●在宅当番医療機関　▶診療時間   午前９時～正午

９月５日㈰ 森田整形外科クリニック 小島 ☎ 23- １６１０

９月12日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎ 73- １５７５

９月19日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎ 34- ２３１３

９月20日㈷ 飯塚内科産婦人科 栄１丁目 ☎ 24- ６３１１

９月23日㈷ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎ 24- ２３１３

９月26日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎ 22- ２０４８

10月３日㈰ 彩北病院（上武病院） 小島５丁目 ☎ 21- ０１１１

10月10日㈰ 彩の丘クリニック 上里町神保原町 ☎ 71- ７１６６

※在宅当番医は変更になる場合がありますので、電話でご確認の
うえ、お出かけください。
※９月 19 日㈰の飯塚耳鼻咽喉科医院の診療時間は県事業により
午後５時まで実施します。

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関情報の提
供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休
埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児相談には
対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○小児救急電話相談　#8000 または☎ 048-833-7911
新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
☎  0570-783-770　

048-830-4808（埼玉県感染症対策課内）
▶受付時間　24 時間・年中無休
※発熱などの症状がある場合は、「埼玉県指定 診療・検査医療機
関」に事前予約のうえ、受診してください。診療・検査医療機関
が不明な場合は、埼玉県受診・相談センターへ。
☎ 048-762-8026　※午前９時〜午後５時 30 分

 048-816-5801

休日・夜間の急病のときは…

〕
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クラブ名 所在地 主な対象小学校区 問い合わせ先 募集期間

公

立

前原学童保育室 前原児童センター内 中央小、本庄西小、
本庄南小 前原児童センター

☎21-９８２０ 12月上旬～下旬
(広報ほんじょう12
月号・市  でお知ら
せ)

藤田学童保育室 藤田小学校内 藤田小

日の出学童保育室 日の出児童センター内 本庄東小 日の出児童センター
☎21-０４２０寿学童保育室 寿２-４-24 本庄東小

民

間

委

託

ク

ラ

ブ

ちびっ子ステーション 都島234-３ 旭小 ☎21-７００５ 10月上旬～１月下旬

童夢館竹の子 西富田367 本庄南小 ☎21-３２４４ 10月中旬～12月中旬

いずみクラブ 朝日町３-６-29 本庄東小、北泉小 ☎23-１７９８ 11月上旬～12月下旬

ほほえみキッズクラブ 緑２-15-５ 中央小 ☎23-１０１８ ９月中旬～10月中旬

恵アフタースクール 西五十子620-１ 本庄東小、北泉小 ☎24-２５７２ 10月中旬～11月上旬

学童保育所みらい 中央３-３-３ 本庄西小 ☎24-３０７５ 10月上旬～２月下旬

学童保育わかくさ 仁手669-４ 仁手小、藤田小、
本庄東小 ☎21-５３４０ 11月上旬～下旬

キッズスペースBaika 見福１-２-28 中央小 ☎27-８０４０ ９月上旬～下旬

じぃじとばぁばの宝物 柏１-３-29 中央小、本庄南小 ☎24-３２１０ ９月上旬～12月下旬

キッズステーションY.co 北堀1870-１ 北泉小 ☎71-７４４０ 10月下旬～２月下旬

こざくら学童クラブ 栄３-６-34 本庄南小、中央小 ☎22-１６０１ 10月上旬～下旬

つくしんぼ学童保育クラブ 児玉町児玉1352-１ 児玉小 ☎72-０４２６ ９月上旬～12月上旬

ひまわり学童保育クラブ 児玉町金屋960-２ 金屋小 ☎72-６１８４ ９月下旬～１月下旬

きらきら学童保育クラブ 児玉町蛭川915-12 共和小 ☎72-３８４５ 11月上旬～12月下旬

あおぞら学童保育クラブ 児玉町秋山2528-１ 秋平小 ☎71-７８５０ 12月上旬～２月上旬

むさし青麦館 児玉町吉田林10-３ 児玉小、金屋小 ☎73-１２１１ ９月中旬～１月下旬

キッズスペースKyowa 児玉町蛭川885 共和小、児玉小、
北泉小、金屋小 ☎72-０１０４ ９月上旬～下旬

ほがらか遊水館 児玉町吉田林11-１ 児玉小、金屋小 ☎73-１２１２ ９月中旬～１月下旬

※１駐車場は、仁手小ファーム西隣の砂利地です。
※２駐車場は、競進社南側の酪農跡地、または児玉公民館跡地です。
※３雨天時は、秋平さくら保育園の駐車場を利用してください。
※４駐車場は、共和公民館北側です。

　令和４年度小学校入学予定者を対象に、健康診断・知能検査・きこえとことば
の検査を行います。対象者には、９月中旬頃に通知を送付します。通知が届かな
い場合や受診校の変更を希望する場合は、学校教育課へお問い合わせください。　　　　　　　　　　　
★学校教育課☎25-１１４９

子育て支援のお知らせ

　市では、子どもたちの安全のため、また、保護者の皆さんが安
心して働くことができるよう、仕事等の理由で放課後に保護者等
が留守となる児童を対象に、学童保育事業を行っています。
　入所受付の詳細は、各クラブへ直接お問い合せください。なお、
募集期間は変更になる場合があります。

★子育て支援課☎25-１１４３４３

学童クラブからのお知らせ
令和４年度　
入所児童受付が始まります

知っておきたい５歳児のからだとこころの発達について
講演会

●日程　①９月16日㈭、②12月７日㈫

※①②のいずれかを選択。
●時間　午後１時30分～２時30分
●講師　大塚　敬子　氏（公認心理師）
●定員
　・保健センターで受講　各回15名（先着順）
　・オンライン（Zoom）で視聴　各回100名（先着順）
●費用　無料
●申込　各日程の１週間前までに健康推進

課（保健センター内）に電話または右記
申込フォームへ

★健康推進課☎24-２００３

５歳頃のお子さんに限らず、就学前
のお子さんを子育て中の保護者の方
も、ぜひご参加ください。

小学校 実施日 受付時間 駐車場 小学校 実施日 受付時間 駐車場

本庄東小 10月26日㈫ 午後0時30分～0時45分 無 本庄南小 10月１日㈮ 午後０時50分～１時10分 有

本庄西小 11月５日㈮ 午後0時30分～0時50分 有 中央小 10月５日㈫ 午後0時30分～0時50分 無

藤田小 11月11日㈭ 午後０時50分～１時 有 児玉小 10月29日㈮ 午後０時30分～１時 有※２

仁手小 10月27日㈬ 午後１時～１時15分 有※1 金屋小 10月12日㈫ 午後０時30分～１時 有

旭小 11月１日㈪ 午後0時45分～1時15分 有 秋平小 11月12日㈮ 午後0時50分～1時15分 有※３

北泉小 10月18日㈪ 午後0時30分～0時50分 有 共和小 10月19日㈫ 午後０時40分～１時 有※４

令和４年度新入学児童の健康診断を実施します　　　

　就学前の大切な時期に、知っておきたい５歳児のからだとこころの発達や
生活習慣の大切さについて、わかりやすくお伝えする講演会です。



◆リトミック
　講師：小川　豊子　先生　　
開催日
　前　原：９月 13 日㈪
　日の出：９月 24 日㈮
　児　玉：10 月８日㈮
　音楽を使って楽しく子ど
もの発達をうながします。
リズム楽器を持って音楽遊
びをするなど、楽しい時間
が過ごせます。

◆親子ヨガ
　講師：町田　桑子　先生
開催日
　前　原：９月 22 日㈬
　日の出：10 月６日㈬
　児　玉：９月 29 日㈬
　ヨガをしながら親子のス
キンシップをはぐくみ、心
と体をほぐしましょう。マ
マ・パパのシェイプアップ
にも効果的です。

◆親子体操
　講師：立石　明子　先生
開催日
　前　原：９月 29 日㈬
　日の出：10 月４日㈪
　児　玉：９月 27 日㈪
　マット、とびばこ、鉄棒
などを使って、親子で楽し
く体を動かします。０歳児
でも赤ちゃん体操などで楽
しい時間を過ごせます。

◆子育てサロンゆうゆう
　「くだもの狩りごっこ」
開催日
　前　原：10 月１日㈮
　日の出：10 月 20 日㈬
　児　玉：10 月 27 日㈬
　おり紙などで作ったくだも
のや、おいもをたくさんとっ
て、秋を感じる遊びをします。
※子育てサロン「ゆうゆう」
は、子育て応援団「本庄び
すけっと」にご協力いただ
き開催しています。

子育て支援のお知らせ

長
ながぬま

沼 かすみちゃん
６歳　柏

須
す と う

藤 結
ゆ い と

大ちゃん
４歳　日の出

山
やまもと

本 真
ま な

菜ちゃん
６歳　若泉

柴
しばさき

﨑 結
ゆ め

夢ちゃん
６歳　児玉町蛭川

廣
ひろまち

町 悠
は る と

仁ちゃん
４歳　柏

塩
しおばら

原 かえでちゃん
６歳　下野堂

根
ね ぎ し

岸 音
と わ

羽ちゃん
３歳　下野堂

篠
しのはら

原 総
そ う た

汰ちゃん
３歳　北堀

山
やまざき

﨑 虎
こ た ろ う

太郎ちゃん
４歳　東台

山
や ま だ

田 彪
ひゅうが

牙ちゃん
１歳　栄

鈴
す ず き

木 美
み つ ほ

紬穂ちゃん
１歳　早稲田の杜

飯
いいじま

島 颯
は や と

斗ちゃん
２歳　児玉町児玉

秋
あきもと

元 遥
は る あ

葵ちゃん
１歳　日の出

相
あいはら

原 鈴
す ず な

奈ちゃん
１歳　北堀

渡
わたなべ

辺 宗
そうすけ

介ちゃん
３歳　台町

加
か と う

藤 慧
け い た

大ちゃん
１歳　下野堂

吉
よしふく

福 佳
か り ん

倫ちゃん
３歳　児玉町蛭川

HAPPY BIRTHDAY　9月生まれのみんな

10 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写
真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、
氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡
先を記入のうえ、下記のあて先へ持参、郵送またはメー
ルで応募してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応
募写真は返却できません。

あて先
〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
本庄市役所広報課広報係　
☎25-１１５５　  omedetou@city.honjo.lg.jp
※締切は9月10日㈮（必着）

※感染症対策として、参加人数の制限を行っ
ています。また、緊急事態宣言中はさらに参
加人数を制限します。
※参加の際は感染症対策のため、利用前の検
温、手指の消毒やマスクの着用（２歳未満の
お子さんを除く）をお願いしています。掲載
している催しは、中止・延期になる場合があ
ります。 または各問い合わせ先へご確認
ください。

●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に交流できる広
場です。子育てに関する相談も受けていますので、お気軽に
ご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

午前９時～午後２時
つどいの広場　あそびの講座（午前 10 時～ )
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由の講座を開催していま
す。下記以外にもたくさんの講座があります。詳しくは各児童センターで配布
するおたより、または  をご覧ください。
○下記の講座は、　　はにぽんチャレンジ対象事業 です。
　はにぽんチャレンジ対象の講座は、予約制です。開催日１週間前の午前９時
より、各センターへ電話または来館時に申し込み。空きがあれば、当日でも参
加できます。

●日時　９月 25 日㈯　午後１時 30 分～
●会場　前原児童センター
●対象　小学生
●定員　10 名（先着順）
●費用　無料

●用意　飲み物
●申込　９月 11 日㈯午前９時から電話また
　　　　は直接下記へ
★前原児童センター☎ 21- ９８２０

児童センター 前原児童センター☎ 21- ９８２０、日の出児童センター☎ 21- ０４２０、
児玉児童センター☎ 71- ６８０５

　児童センターは主に小学生までの児童が自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れたお母さんたちの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月～土曜日 ( 休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時～午後５時 

▲ つどいの 
広場

児童センターのイベント

英語であそぼう
　いろいろなゲームで遊びながら、楽しく英語を学びましょう。

令和３年９月１日号令和３年９月１日号35 34

●赤ちゃんを迎える準備　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ
方・妊婦体験など

９月８日㈬・10 月６日㈬
午後１時 30 分～３時 30 分
９月９日㈭・10 月７日㈭
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
※終了時刻は前後する場合があります。

これからママ・
パパになる方

随時受付
健康推進課へ

●赤ちゃんが生まれたら　会場：健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３　　　はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

母乳相談
母乳の量、授乳の仕方等
に関する母乳相談
※はにぽんチャレンジ対象外

９月 30 日㈭
午前９時～10 時 30 分

（30 分ごとに実施）

生後４か月頃ま
でのお子さんと
その保護者

定員あり。各実施月の１日か
ら健康推進課へ
※母乳相談は初回相談者のみ。

ラッコクラス

赤ちゃんのこころ ９月７日㈫・10 月５日㈫
午前 10 時～ 11 時 50 分

生 後 ２ ～ ４ か
月 の お 子 さ ん
とその保護者 開催日の３日前までに健康推

進課へ

～支援センター編～
赤ちゃんの発達を促すた
めの遊び方や関わり方を
紹介

９月 16 日㈭［会場：児玉保育園子育
て支援センター with］
10 月 22 日㈮［会場：西光保育園子
育て支援センター］
午前９時 45 分～ 10 時 30 分（両日とも）
※参加人数で時間の変更あり。

コアラクラス うきうき♪
はじめての離乳食

９月９日㈭・10 月７日㈭
午前 10 時～ 11 時 30 分

生後４～５か月
のお子さんとそ
の保護者
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 ■アンケート
(１）今月号で良かったページ・役にたっ
　　 たページは？
(２)   広報紙の改善点をお選びください。
　　①記事の内容②記事の配置 ③文字の大き
　　さや色④写真⑤その他
(３)  (２)で選んだ理由は？
(４) 読んでみたい記事は？

群書類従パウンドケーキ（３個入）10名

パンとお菓子　マロン
本庄市児玉町児玉 171-1
☎ 72-1258
　8：30 ～ 18：30
　日曜日

今月の
プレゼント

広報アンケート広報アンケート

　おかげ様でマロンは今年
70 周年 !! 創業以来変わらぬ
製法で 24 時間低温発酵し、
じっくり焼き上げるパンと、
地元農産物を使ったやさしい
お味の焼き菓子やケーキを製
造・販売しております。

パンとお菓子　マロン

ご回答いただいた方に抽選でプレゼント！
広報アンケートでは、あなたの声をお待ちしています。

■応募方法
 　アンケートの答え・住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入のうえ、９月30日㈭まで
にはがきまたは下記応募フォームへ（１世帯
につき各月１通まで）

HP Facebook

★広報アンケートへプレゼントを提供していただける商店・企業等を募集中！掲載料金は無料です。
詳しくは、 または広報課☎25-１１５５へ。

■応 募 先
 　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
　本庄市役所広報課
  「広報アンケート」係
※当選者の発表は、当選通知の発送をもって代
えさせていただきます。プレゼントは当選した
方が直接店舗で受け取りをお願いします。

休

36見やすく読みまちがえにくい見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントユニバーサルデザインフォント
を採用しています。を採用しています。

応募フォーム

無料アプリ「マチイロ」・無料アプリ「マチイロ」・
「カタログポケット」で広「カタログポケット」で広
報ほんじょうを配信して報ほんじょうを配信して
います。います。

令和２年 10 月から令和２年 10 月から
ホ ー ム ペ ー ジ を リホ ー ム ペ ー ジ を リ
ニューアルしました。ニューアルしました。

本庄市ＬＩＮＥ本庄市ＬＩＮＥ
公式アカウント公式アカウント
始めました。始めました。

対象対象 予約開始日予約開始日

12歳以上の方 ９月14日㈫　午前９時～
（受付人数はワクチン供給量による）

新型コロナウイルス
ワクチン接種予約
のお知らせ

　国からのワクチン供給量が不安定なため、受付人数は未
定です。最新の情報は 等でお知らせしますのでご確認く
ださい。
　以後の予約日程については決まり次第お知らせします。
※16歳未満の方は、接種にあたり保護者の同意が必要です。
※ 12 歳未満の方の接種券は、12 歳の誕生日を迎えた翌月に
順次郵送します。

★健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００3・ 24- ２００５

予約方法予約方法

予約サイト
URL：https://v-yoya
ku.jp/110367-kodam
agunshi

予約コール
センター

☎０５７０-５５０-８２８
受付　午前９時～午後５時
　　（平日のみ）

各医療機関
各医療機関に直接電話
※医療機関ごとに接種できる人数
等、対応が異なります。

▲ 予約サイト

新型コロナウイルスワクチンの接種の受け方・予約方法・接種券等、一般的なお問い合わせは下記まで
【本庄市新型コロナワクチン電話相談窓口】☎71-８７８０　受�付　午前８時30分～午後５時15分(平日のみ)


